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平成10年度学位記授与式を盛大に挙行
一学部 卒 業 生 1 ,450人， 大 学 院修 了 生 272人， 合計 1 , 7 22人 が本 学 を 巣立 つ ー
平 成10年 度 富 山 大学学位記授与式が， 平 成1 1 年 3 月 25
日 休）午 前 1 1 時30分 か ら 富 山 市芸術文化 ホ ー ル に お い て 挙
行さ れま し た 。
式 に 先立 ち ， 本 学 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦楽 団の 演 奏が
行 わ れま し た 。
授 与 式 は ， 学 長 か ら 各学 部 及 び大学院各研究科代 表 者
に そ れぞれ学 位 記 が授 与 さ れた 後， 学長か ら 告辞があ り ，
厳か に 終了 し ま した 。
学位記授与式学長告辞（全文）
A 告辞 を す る 時津学長
本 学 所 定 の 課 程 を 終え，
本 日 め で た く 学 士， 修 士，
そ し て 博 士の 学位 を 授与 さ
れた ， 留 学 生48名を 含め た
総 数 1 ,7 22名の 諸 君， 卒 業
お め で と う ご ざい ま す 。 教
職 員 一 同 心か ら お 慶び 申 し
あ げ ま す 。 ま た ， こ の 日 を
心待 ち に し て お ら れま し た
ご家 族 の 方 々 の お 慶び は， さ ぞか し と 推 察 い た し ま す 。
さ て ， 顧 み ま す と 諸 君が入学 し て 以 来， 世界 及 び 日 本
の 社 会 情勢 は 著し く 変化 い た し ま し た 。 連 日 の 新 聞紙上
の 見 出 し を 4 年 前の そ れと 比べ て ， い か に 日 本 の 社 会 が
変 わ り ， 問 題 や 視 点 が異 な る か 驚異 に 値し ま す 。 21 世 紀
を 間 近 に し た 日 本経 済 は ， 欧米諸 国 へ 追い つ き ， 追い 越
せ の 段階か ら ， バ ブ ル経 済 の 崩壊や 急 激な 円高な ど の 後
遺症で 依然と し て 停滞 感 か ら 抜けき れな く ， 基幹産 業 は
国際 競争の 激化 に 息切れ状態に あ る と 思 わ れま す 。
私 た ち の 未 来 は ， 少 子 化 ． 高齢化 の 進展， 情 報 化 と グ
ロ ー パリ ゼ ー シ ョ ン へ の 対応 な ど さ ま ざま な 課題 を 抱 え
て い ま す 。 だ か ら こ そ 過 去 の 失敗や 挫折か ら 学 び， よ り
よ い スロ ー ガ ン と コ ン セ プ ト の も と に 懸命 な 知 恵 の 創 造
を は か ら ね ば な り ま せ ん 。 我 が 国 の こ れま で の 千年 の 歴
企 学位記 の授与
史 は 「 封 建 主 義」 の 時代 か ら 「 国 民 国 家」 の 時 代 を た ど
り ， 今 や 「福祉国 家」 の 時代 と 言 わ れて い ま す 。 21 世 紀
に 向 けて は 新 し い 国家観 を ど の よ う に 描く か と い う 問 題
に も 関 心 が集 ま っ て い ま す 。
これか ら の 十年， 百年 に つ い て考 えて み ま す と ， グロ ー
パリ ゼ ー シ ョ ン は さ ら に 大 き な 流 れと な り ， 地 球規模の
謀 題 が た く さ ん 出 て き て こ れに 立 ち 向 か う 協力 体制 の 構
築 が必要 に な り ま す 。 国 際 的 な 倫理観 に も と づ き ， 共 存
共栄， 共 同 運営 の 仕組み を あ ら ゆ る 民族 問 で 考 える べき
で し ょう 。
本学 は ． 地 方 の 国立大学 と し て 戦後 の 教 育 改 革 の 中 で
新 学制 に な っ て か ら 50年 の 歴 史 を 有 し， 我 が 国 の 社 会 に
定 着し こ れま で重 要 な 役割 を 果 た し て き ま し た 。
そ れぞれの 地 域に あ る 国 立大学 は 高等教育 を 受ける 機
会 を 拡 大 し ， 地 域の 発展 を 支 える 基盤づ く り の た め に も
多 く の 人材 の 育 成に 努 め て き ま し た 。 ま た ， 地 域社 会 に
住 む 学生教 職 員 と 共 に ， 本学 は そ の 地 域の 一 員 と し て 定
着し， 学術講演 会 や 各種学会 の 開 催， 地 域企 業 諸 団体 等
の 共 同 研 究， 審議会 等 へ の 参加 な ど を 通 し て 学術， 文化，
教育 の 普及 と 産業 の 振興に 多 大 の 役割 を 果 た し て き ま し
7・h」。
近年， 大学 を 取 り 巻く 情勢は 厳し く ． 社 会 の 変 革 と と
も に 大 学 の 在 り 方 が 問 い 直 さ れ． 大 学 は い か な る 時 代 で
あ ろ う と も 時代 の 要 請に 的確 に 応 え， 常に グロ ー パル な
視点 に 立 っ て 社 会 の 学術， 文化 発展 に 寄 与 で き る 責任を
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果 た す べ く 自 己啓発 ・ 自 己 改革 に 努 め てい る と こ ろ で あ
り ま す 。
冒 頭 で も 申し 上 げ ま し た よ う に ， 日 本 に と っ ては ， こ
れ か ら の 10年 は ， 大 変厳 し い 時 代 を 迎える と 思 い ま す 。
そ れ は ， 戦後 日 本 も か つ ては そ う で あ っ た よ う に ， ア ジ
ア で も 欧米 で 確 立 し た 近代 文 明 を 導入 し た 現在 ， 通 貨危
機 を 克服 し ， 持 続 的 な 成 長 を 遂げ た い と 願 っ てい ま す 。
し か し ， ア ジ ア の 社 会 国家 は 帰属意識が強 く ， 一体 と な っ
て改革 に 挑め ば ， い ずれ は 再 生 し . 2 1世紀は 「 ア ジ ア の
時代 」と い わ れ る よ う に な る で し ょう 。 そ れ は ア ジ ア は ，
学 問・ 文 化 の 発 祥の 地 で あ り ， 優れ た 資質と よ り よ い 思
想や シ ス テ ム づ く り の 可 能性 が高 い か ら で あ り ま す 。
富 山 大学 に お い ても 環 日 本 海の 地 域に 貢献す る 大学 を
目 指 し て学 術 文 化 交流 を 推進 し てい き ま す。 さ ら に ， 社
会 の 活 力 を 維持 す る た め に は ， 外 国人 に と っ ても 魅力 あ
る 富 山 県 ， 日 本 の 再 生 が必 要 で あ り ， 住 み た く な る よ う
な 環境 シ ス テ ム の 整備 が 必 要 で す 。 戦後． 日 本 の 成 功 を
導 い てき た 様々 な 制 度 や 慣 習 の な か に も 見直 す べ き も の
は 多 い の で は な い で し ょう か。 歴 史 的 に 日 本 は ， 非常に
同質的 な 社 会 で あ り ， 異 な る 文化 や 価値観 に 対 す る 寛容
度 と 理解 度 が 低 い と い う 欠 点 が あ る の で は な い で し ょう
か 。 こ れ か ら は 絶えずグ ロ ー パ ル な 視 点 に 立 ち， 異 文 化
と の 刺激的 な 接触を は か り ， お 互い 懸命に 知 恵 を 絞り 新
し い 価値の 創 造 を 通 じ て， 日 本や世界 の 未来づ く り に チ ャ
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レ ン ジ す る こ と を 期待 し ま す 。 こ こに 日 本 人 一人一 人 の
知 恵 の 結 集 が あ り ， 一 人 一人 の 協調 的 な 工夫を 忘れ ては
い け ま せ ん 。
主幹い ， 本学 は 人文 ・ 社会系 と 自 然科学系 を 有 す る 総 合
大学で あ り ま す 。 一般 に ， 創造力 を 有 す る 人材 は 文 化 系
と 理学系 に 多 い と 言 わ れ てい ま す 。 例 えば芸術 家 や 科 学
者 は ， 一人 一人 の個 性 が 非常に 大 切な 仕事 な の で 絶えず
新 し い も の へ の 挑戦で 創 造 に 努 め てい ま す 。 本 学 で 学 ん
だ 諸 君は ス ポ ー ツ ， 文 化 サ ー ク ル を 通 じ て， こ の よ う な
学 問分野 の 垣根 を 払い 協調 性 を 具備 さ れ た こ と と 思 い ま
す。
私 は ． 新 世紀を 拓く 日 本 と し て， これ か ら の 科 学 技 術
や 企業経営 ， 学校教育 を 通 じ ての 文化 の 向 上 に お い ても
大 き な 業 績を 示 し てい く に は ， 本 日 卒業 さ れ る 諸 君の よ
う な 有 能 で 知 的 な 労働力 が ， 豊 か な 協調 性 ， 創 造 性 を 発
揮し ， 国際人 と し て， 一人 一人が志 を 高 く も っ て組織 と
調 和 し ， 人 に 誇れ る 技 能 を 身 に つ け てい く 努力 が大 切で
あ り ま す 。 胸を 張 っ て進 ん で行 っ て下 さ い 。
最後 に な り ま し た が ， ど う ぞく れ ぐれ も 健康 に 留 意 さ
れ る こ と を 祈念 し て諸 君へ の は な む け の 言 葉と い た し ま
す 。
平 成 1 1 年 3 月 25 日
富 山 大 学 長 時 津 貢
平成1 1 年 4 月 発行 ,.,,... f" 報 第41 1号
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（ 法 律）
O 恩給 法等 の 一 部 を 改 正 す る 法律 ( 7 )
（ 平 1 1.  3 . 3 1  官 報 号外第60号）
0国 立学校 設 置法 の 一部 を 改正 す る 法律 （ 21 )
（ 平 1 1. 3 .  31  官 報 号外特 第 7 号）
（ 政 令）
O予算決算及び 会計令 の 一部 を 改正 す る 政令 （45)
（ 平 1 1 . 3 .  17 官 報 号外第49号）
0国 立 学 校 設 置 法施行令 の 一部 を 改 正 す る 政令 （ 89)
（ 平 1 1. 3 . 31 宮 報 号外第60号）
0大学等 に お け る 技術 に 関 す る 研 究 成 果 の 民 間 事 業 者
へ の 移転の 促進 に 関 す る 法律施行令 の 一部 を 改正 す
る 政令 ( 1 14) （ 向上 ）
0日 本 育 英 会 法 施行令 の 一 部 を 改 正 す る 政令 ( 131 )
（ 平 11 . 3 .  31  官 報 号外特 第 7 号）
（ 省 令）
O 大 学 の 設 置 等 の 認可 の 申請手続 等 に 関 す る 規 則 の ー
部 を 改 正 す る 省令 （ 文 部 4 ) （ 平 1 1. 3 .  1 9  官 報
号外第51号）
O 学校教育 法 施 行規 則 等 の 一部 を 改正 す る 省令 （ 文 部
5 ) （ 平 1 1. 3 . 23 官 報 第 2590号）
0学校教 育 法 施行 規 則 の 一部 を 改 正 す る 省令 （文部 7 )
（ 平 1 1. 3 .  29 官 報 号外 第5 8号）
0国 立学校設置法施行 規 則 の 一部 を 改正 す る 省 令 （ 文
部 1 2) （ 平 1 1. 3 .  3 1  官報号外 第61号）
0国 立大学 の 学科 及 び課程 並び に 講座 及 び学科 目 に 関
す る 省 令 の 一部 を 改正 す る 省 令 （ 同 13) （ 向上 ）
O学校教育法施行規則 等 の 一部 を 改正 す る 省令 （同 19)
（ 向上 ）
（ 規 則）
O 人 事 院 規 則 9 - 17 （ 俸 給 の 特別 調 整額） の 一 部 を 改
正 す る 人事院規則 （ 人 事 院 9 - 17 - 7 2) （ 平 1 1. 3 .  
1 官 報 第 2575号）
0人事 院規則 8 - 1 8 （採用試験） の 一部 を 改 正 す る 人
事 院 規 則 （ 人 事 院 8 - 1 8- 13) （ 平 1 1 . 3 .  2 官
報 第 2576号）
0人事 院 規 則 15- 14 （ 職 員 の 勤務 時 間 ， 休 日 及び休 暇）
の 一部 を 改正 す る 人事 院 規 則 （ 人 事 院 1 5 - 1 4 - 8 )  
（ 平 1 1. 3 .  9 官報 第 2581号）
（ 告 示）
O専 門 士 の 称号の 付与 に 関 し 文 部大 臣が専 門 士 と 称す
る こ と が で き る 専修学校専 門 課程 と し て 個 別 に 認 め
た 件 （文部40) （ 平 1 1. 3 .  2 官報第 2576号）
o�成 1 1年度大学入 学資格検定 の 施行期 日 等 を 定め る
件 （文部44) （ 平 1 1 . 3 .  9 官 報 第 2581号）
O大学 の 設置等 の 認可申請書 そ の 他 の 書 類 の 様式 及 び
提 出 部数 を 定 め る 件の 一部 を 改 正 す る 件 （ 文 部49)
（ 平 1 1. 3 .  19  官 報号外第51号）
O大学 の 設置等 の 認可申請手続等 に 関 す る 規則 附 則 第
4 項 及び第 5 項 が適用 さ れ る 場合 の 第 3 条 第 l 項 の
認可申請書そ の 他 の 書類 の 様式 及 び提 出 部 数 を 定 め
る 件の 一部 を 改正 す る 件 （ 同 50) （平 1 1 . 3 .  1 9  
官報号外第51号）
0小学校及 び 中 学校 の 教諭 の 普通免許 状授 与 に 係 る 教
育 職 員 免 許法 の 特例 等 に 関 す る 法律施行規則 に 掲げ
る 施 設 に 準ずる 施設 を 指定 す る 件の 一部 を 改 正 す る
件 （文部5 2) （ 平 1 1 . 3 . 23 官 報 第 2590号）
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富山大学理学部規則の一部改正
一富山大学理学部規則の改正理由 一一一ー…一一一一一 一一一一一………一一 一 ー ・……一一一一一一一一・ ー 一一一一一一一一 一…ー… …一一 一一一一 一一… ：
専 門 科 目 の カ リ キ ュ ラムを 見直 し， 教育内容 の 充実 を 図 る た め， 所要事項 を 改 め る 。
富 山大学理学部規 則の 一部 を 改正す る 規 則を 次 の とお り 制定す る 。





富 山 大学理学部規 則 （ 昭 和52年 5 月 16 日 制 定 ）
部 を 次 の よ う に 改正 す る 。 6 
2 2214牢本
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
















単 位数 単 位数
専門基 礎 科 目 必修 選 専 攻 科 目 必修 選択 択
微分積分学I 2 地球圏物理学序説 2 
微分積分学E 2 一般地質学 2 
線形代数学 2 基礎地球力学 2 
応用数学基礎 2 鉱物学 2 
物理学序説I 2 プレー ト テ ク ト ニ ク ス 2 
物理学序説H 2 環境化学概論 2 
物理学慨論I 2 地球化学 2 
物理学概論E 2 環境問位体学 2 
化学序説I 2 i羊書講読 4 
化学序説E 2 科学英語 2 
化学概論I 2 地球感星物理学 2 
化学概論E 2 地球流体力学 2 
生物学序説I 2 雪氷学概論 2 
生物学序説H 2 岩石磁気学 2 
生物学概論I 2 雪氷物理学 2 
生物学概論E 2 応用地球物理学 2 
生物関環境科学概論I 2 雲物理学 2 
生物関環境科学概論E 2 基礎地球力学演習 2 
地球科学序説I 2 層序学 2 
地球科学序説B 2 古生物学 2 
地球科学概論I 2 岩石学 2 
地球科学概論E 2 列 島地質 2 
放射線基礎学 2 地殻進化学 5 
基礎物理学実験 火山学 2 
必要 に 応 じ＊印を付 し た化学演習， 化学特別講義の単位数 は，
て定める。
科,.,,. 寸a手ヰ球地
単 位数 単 位数
専 門基 礎 科 目 必修 択選 専 攻 科 目 必修択選
微分積分学I 2 基礎物理化学I 2 
微分積分学E 2 基礎物理化学H 2 
線形代数学 2 無機化学 2 
応用数学基礎 2 化学平衡学 2 
物理学序説I 2 化学反応学 2 
物理学序説E 2 構造化学 2 
物理学概論I 2 量子化学 2 
物理学概論E 2 化学熱力学 2 
生物学序説I 2 触媒化学 2 
生物学序説E 2 分子分光学 2 
生物学概論I 2 分子物性学 2 
生物学概論E 2 遷移金属化学 2 
地球科学序説I 2 構造溶液化学 2 
地球科学序説E 2 材料科学 2 
地球科学概論I 2 化学工学 2 
地球科学概論H 2 物理化学特論I
生物園環境科学概論I 2 物理化学特論H
生物園環境科学概論E 2 無機化学特論 2 
放射線基礎学 2 分析化学特論 2 
基礎物理学実験 1 物理化学実験 3 
基礎生物学実験 1 無機分析化学実験 3 
基礎地球科学実験 プ ロ グ ラ ミ ン グ実習 1 
基礎生物園環境科学実験 基礎有機化学I 2 

































こ の 規 則は ， 平 成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
平 成 10年度以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の








自 然災害ア セ ス メ ン ト
構造地質学
海洋地質学
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富山大学大学院教育学研究科規則の一部改正
富山大学大学院教育学研究科規則の改正理由
1 本学 の 他 の 研 究科 に お け る 履修 の 取扱い の 明 文化 を 図 る た め ， 所要 の 改正 を 行 う 。
2 授 業科 目 を 一部 変 更 し 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 所 要 の 改 正 を 行 う 。
富 山 大 学 大 学 院教育学研究科規 則の 一部 を 改 正 す る 規 則を 次 の と お り 制 定 す る 。
平 成 1 1 年 3 月 19 日
教育，心理学特論 2 




発達心理学 発達，心理学特論演習 2 
発進臨床，心理学特論 2 
学校カウンセリング特論演習 2 




富 山 大 学 大 学 院教 育 学 研 究 科 規 則 （ 平成 6 年 3 月 3 1
日制 定） の 一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
リ








こ の 規 則は ， 平 成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
平 成 10年 度 以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の
技術科教育研究 2 








改 め る 。
附
Ir 
第 5 条 に 次 の 2 項 を 加 え る 。
指導教 官が必要 と 認 め た と き は， 他 の研 究科 の 授 業
科 目 を 履修 す る こ と ができ る 。
前 項 の 規定 に よ り 学 生 が修 得 し た 単位 は ，
で第 1 項 に 規定 す る 自 由 選 択科 目 の 単位 と す る こ と が
2 








発達心理学 発達心理学特論演習I 2 
発達，心理学特論目 2 
発達心理学特論演習日 2 
学 校 経 営 学校経営特論 2 









例 に よ る 。
一守一
2 
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富山大学大学院経済学研究科規則の一部改正
富山大学大学院経済学研究科規則の改正理由
授 業科 目 の 増 設 及 び 見 直 し を 行 い ， 教育 ・ 研 究 内 容 の 充実 を 図 る た め， 所要事項 を 改 め る 。 ： 
富 山 大学 大学 院 経済 学 研 究 科規 則 の 一部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の とお り 制 定 す る 。
平 成 1 1 年 3 月 19 日
富山大学大学院経済学研究科規則の一部を改正す
る規則
富 山 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 規 則 （ 平成 3 年 3 月 30
日 制 定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改 正す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表
各 専 攻 授 業 科 目 及 び単 位 数
専 攻 f受 業 科 目 単位数 備 考
理 論経済学 現代経済のモデル分析特殊研究 2 0印の授
0現 代 経済 の モ デ ル 分析演習 8 業 科 目 の
地 経済変動と安定化特殊研究 2 う ち 1 科
0経済 変動 と安 定 化演 習 8 目 を必修
域 政治経 済学特殊研究 2 とする。
O 政治 経 済 学 演 習 8 
経 済哲学 特 殊 研 究 2 
． 
0経 済 哲 学 演 習 8 
経 済 学 史 特 殊 研 究 2 
経 0経 済 学 史 話量 習 8 
情報資本主義分析 特殊研究 2 
済 0情 報 資 本 主 義 分析 演習 8 
理論経 済学特 殊研究 2 
政 0 理 論 経 済 学 演 習 8 
数理経 済学特殊研究 2 
0数 理 経 済 学 演 習 8 
策
経 済理 論 特 殊 研 究 2 
0経 済 理 論 演 習 8 
専 比較経済 論 西洋経 済史特殊研究 2 
0西 洋 経 済 史 演 習 8 
工士 日本経 済史特殊研究 2 
0日 本 経 済 史 演 習 8 
環境勘定監査論特殊研究 2 
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0環 境 勘 定 監 査 論 演 習I s 
農業構造と地域開発特殊研究 I 2 
0農業 構造 と地 域 開 発 演習I s 
比較社会学特殊研究 I 2 
0比較社会学演 習演 習I s 
経済発展と産業政策特殊研究 I 2 
0経済 発 展 と産 業政策演習I s 
東南アジアの経済開発特殊研究 ｜ 2 
0東 南 ア ジア の経済 開発演習I s 
中国経 済特 殊 研 究 I 2 
0中 国 経 済 演 習I s 
政策科学｜ 経済政策と地域産業構造論特殊研究 ｜ 2 
O経済政策と地域産業構造論演習｜ 8 
資源計画特 殊 研 究 I 2 
0資 源 計 画 演 習I s 
社 会 政策特 殊 研 究 I 2 
0社 会 政 策 演 習I s 
計量経 済学特殊研究 I 2 
0計 量 経 済 学 演 習I s 
労働のマクロ経済分析特殊研究 ｜ 2 
0労 働 の マ ク ロ 経済 分析演習I s 
労働のミクロ経済分析特殊研究 ｜ 2 
0労 働のミク ロ 経済 分析演習I s 
農 業 政策特 殊 研 究 I 2 
0農 業 政 策 演 習I s 
応用経済学｜ 金 融 論 特 殊 研 究 I 2 
0金 融 論 演 習I s 
財 政 学 特 殊 研 究 I 2 
0財 政 学 演 習I s 
公共経 済学特殊研究 I 2 
0公 共 経 済 学 演 習I s 
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O金融制度と経済構造演習I s 
経済計画理論特殊研究I 2 
0経 済 計 画 理 論演 習I s 
国際 経済 学特殊研究I 2 
0国 際 経 済 学 演 習I s 
外国 経 済 書 研 究I 2 
品見守ー
経営学｜ 財務管理 論特殊研究I 2 IO印の授
O財 務 管 理 論 演 習I s I業 科 目の
経 営組織論特殊研究I 2 I うち1科
O経 営 組 織 論 演 習I s I 目を必修
経 営 史 特 殊 研 究I 2 I とする。
O経 営 史 演 習I s 
企業人材開発論特殊研究I 2 
0企 業人材 開 発 論演習I 8 
財務会 計論特殊研究I 2 
0財 務会 計 論 演 習I 8 
会計ディスクロージャー特殊研究｜ 2 
0会計ディスクロージャー演習 I s 
制 度会 計論特殊研究 I 2 
0制 度 会 計 論 演 習 I s 
経営管理論特殊研究 I 2 
0経 営 管 理 詰 演 習 I s 
人事戦略特 殊 研 究 I 2 
0人 事 戦 略 演 習 I s 
比較経営論特殊研究 I 2 
0比 較 経 営 論 演 習 I s 
国際経営詮特殊研究 I 2 
0国 際 経 営 論 演 習I s 
会計情報開示論特殊研究 I 2 
サービス経営教育論特殊研究 I 2 
0サーピス 経営 教 育 論演習I 8 
応用経営｜ マーケテイング論特殊研究 I 2 
Oマ ー ケ テイン グ 論演習I s 
リスク・マネジメント特殊研究 ｜ 2 
0リスク・マ ネ ジ メ ン ト 演習 I 8 
管理会 計論特殊研究 I 2 
0管 理 会 計 論 演 習I s 
流 通 論 特 殊 研 究 I 2 
0流 通 論 演 習 I s 
多国籍企業論特殊研究 I 2 
0多 国 籍 企 業 論 演 習I s 
交 通 論 特 殊 研 究 I 2 l o交 通 論 演 習 I s 
報 第41 1号
管理科学｜ 意思決定論特殊研究I 2 
O意 思 決 定 論 演 習I s 
オペレーションズ・リサーチ特殊研究 ｜ 2 
0オベレーションズ・リサーチ演習 ｜ 8 
情報システム特殊研究I 2 
0情 報 シ ス テ ム 演 習I 8 
数 理 計画法特殊研究I 2 
0数 理 計 画 法 演 習I 8 
生産管理 論特殊研究I 2 
0 生 産 管 理 論 演 習I s 
経営情報処理 特殊研究I 2 基礎法｜ ヨーロツパ法思想史特殊研究I 2 
Oヨーロッパ法 思 想 史演習I 8 
政 治 学 特 殊 研 究I 2 
0 政 治 学 演 習I s 
英米公法 特 殊 研 究I 2 
0 英 米 公 法 演 習I 8 
行 政 法 特 殊 研 究I 2 
0行 政 法 演 習I s 
政 治 史 特 殊 研 究I 2 
0 政 治 史 演 習I s 
憲 法 特 殊 研 究I 2 
0憲 法 演 習I 8 
憲法基礎理論特殊研究I 2 
0憲 法 基 礎 理 論演 習I s 
経 済刑法 特 殊 研 究I 2 
0経 済 刑 法 演 習I s 
比較刑事法特殊研究I 2 
0比 較 刑 事 法 演 習I s 
税 法 特 殊 研 究I 2 
0税 法 演 習I 8 
民 事 法 ｜ 民 法 特 殊 研 究 I 2 
0民 法 演 習I s 
比 較民法 特 殊 研 究I 2 
0比 較 民 法 演 習I s 
不動産法 特 殊 研 究I 2 
0不 動 産 法 演 習I s 
債 権 法 特 殊 研 究I 2 
0債 権 法 演 習I s 
金 融取引法特殊研究I 2 
0金 融 取 引 法 演 習I s 
民事手続法特殊研究I 2 
0民 事 手 続 法 演 習I 8 
- 9 ー
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学
企業関係法｜ 企業 会 計法特殊研究 I 2 
O企 業 会 計 法 演 習I s 
企業内容開示制度と法特殊研究 ｜ 2 
0企業内容開示制度と法演習I s 
経 済 法 特 殊 研 究I 2 
0経 済 法 演 習I s 
商取 引 法 特 殊 研 究I 2 
0商 取 引 法 演 習I 8 
企業組織法特殊研究I 2 
0企 業 組 織 法 演 習I 8 
労 働 法 特 殊 研 究I 2 
0労 働 法 演 習I 8 
幸E 第41 1号
金 融 法 特 殊 研 究I 2 
0金 融 法 演 習I s 
国際商事仲裁法特殊研究I 2 
0国際 商 事 仲 裁 法演習I s 





こ の 規 則は ， 平 成11 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成10年度以前 の 入 学者 に つ い て は， な お 従 前 の
例 に よ る 。
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の改正理由
1 教 育 学 部 の 課程 改 組 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 富 山 大学 に 学 内 共 同教 育 研 究 施設 と し て ， 富 山 大学留 学 生 セ ン タ ー 及 び 富 山 大 学 水 素 同 位 体 科 学 研 究 セ ン
タ ー が設 置 さ れ る た め ， 所 要 事項 を 改 め る 。
3 平 成11 年 度 か ら ， 工 学部 の 第 3 年次編入学定 員 が改 訂 さ れ る こ とに伴 い， 所要事項 を 改 め る 。
4 平 成11 年 3月31 日 付 け 文 高大 第11 3号文部省 高等教育 局 長 通知 に 基 づ き ， 平 成11 年 度 か ら 理 学 部 及 び 工 学 部
の 学 生 定 員 の 臨 時 増 募 を 減 ず る た め， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学 学 則の 一部 を 改 正す る 学 則を 次 の とお り 制 定 す る 。
平 成11 年 3 月 31 日
富山大学学則の一部を改正する学則
富 山 大学 学 則 （ 昭和 59年 3 月12 日 全部改 正） の 一 部
を 次 の よ う に 改 正す る 。
第 2 条 第 1 項 中 「総合教育 課 程 」 を 「 生 涯 教 育 課 程 ，
情 報教 育課程」 に 改 め る 。
第 9 条 第 l 項 中 「水素 同 位体 機 能研 究 セ ン タ ー 」 を 削
り ， 「総合 情 報 処 理 セ ン タ ー 」 の 下 に 「留 学 生 セ ン タ ー
求書阿佐体科学鵬セン�－」を 加 え る 。
第15条第 2 項 中 「， 水 素 同 位体 機 能 研 究 セ ン タ ー 」 を
削り ， 「及 び総合情報処理 セ ン タ ー 」 を 「， 総 合 情 報 処
理 セ ン タ ー ， 留 学 生 セ ン タ ー 及 び水 素 同位体科学研 究 セ
ン タ ー 」 に 改 め る 。
別 表 第 1 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 第 1
富 山 大 学長 時 津 貢
学 部 学 科 等 入 学 定員 事1年編成頒 収容 定員
人 文 学 科 65人 260人
人文学部 国 際 文化学 科 50 200 言語 文化学 科 80 320 
言十 195 780 
学校教育教員養成課程 100 400 
生涯 教 育課 程 40 160 教育学部 情報 教 育課 程 30 120 
言十 170 680 
経 済 学 科
昼 間 主 コ ー ス 155 620 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
経 営 寸主4ー． 科
経済 学部 昼 間 主 コ ー ス 120 480 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
経 営 法 寸.ー.，.ι 科
昼 間 主 コ ー ス 100 400 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
言十 435 1,740 
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数 学 科
物 理 寸ぶ斗4ー 科
化 学 科
理学 部 生 物 すぷ4与ー 科









































備 考 経済学 部 の 「 昼間 主 コ ー ス 」 と は ， 主 と し て
昼間 に 授 業 を 行 う コ ー ス を ， 「夜 間 主 コ ー ス 」 と は ，
主 と し て 夜 間 に 授 業 を 行 う コ ー ス を い う 。
附 則
こ の 学 則は ， 平 成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 富 山 大 学 学 則の 全部 を 改正 す る 学 則 （ 昭 和59年 3
月 12 日 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
附 則第 3 項を 削る 。
3 別 表 第 1 に 定 め る 収容 定 員 は ， 平 成 1 1年 度 か ら 平
成 13年度 ま では ， 次 の と お り と す る 。
学 部 A寸4ー 科 等 平胤1年度平成12年度平副3年度
人 文 学 科 270人 265人 260人
国 際 文化学 科 190 200 200 人文学部 言語 文化学 科 330 325 320 
百十 790 790 780 
幸E 第41 1号 ｜
学校教育教員養成課程 400 500 450 
生涯 教 育課 程 40 80 120 教育学 部情 報 教 育課 程 30 60 90 
官十 470 640 660 
経 済 学 科
昼間主コー ス 620 620 620 
夜間主コー ス 80 80 80 
経 営 寸ぷゐ- 科
昼間主コー ス 480 480 480 経済学部 夜間主コー ス 80 80 80 
経 営 法 学 科
昼間主コー ス 400 400 400 
夜間主コ ー ス 80 80 80 
百十 1,740 1 740 1 740 
数 � 科 206 204 202 
物 理 学 科 166 164 162 
化 寸主ゐー 科 149 146 143 
生 物 十ぷ4 科 149 146 143 理学 部 地 球 科 学 科 150 160 160 
生物圏環境科学科 120 120 120 
各学科共巡3年次編入学分） 20 20 20 
富十 960 960 950 
電気電子システム工学科 284 379 373 
知能情報工学 科 252 332 326 
機械知能システム工学科 294 389 378 工学 部 物質生命システム工学科 469 624 620 
各学科共語家3年次編入学分） 10 20 20 
計 1 309 1 744 1,717 
A口、 言十 5 269 5 874 5,847 
4 平 成 1 1 年 3 月 31 日 に お け る 教 育学部 の 総合 教 育 課
程 に つ い て は ， 平成 1 1 年 3 月 31 日 に 当 該課 程 に 在 学
す る 者 が当 該課程 に在学 し な く な る 日 ま での 関， 存
続 す る も の と す る 。
富山大学教育学部規則の一部改正
富山大学教育学部規則の改正理由
教育学部 の 改 組及 び教育 職 員 免許法等 の 一 部改正 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大 学教育 学部 規 則の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次の と お り 制 定 す る 。
平 成 1 1 年 3 月 29 日
富 山 大学長 時 津 貢
- 1 1 -
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富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教育学部規 則 （昭 和27年 4 月 18 日 制 定 ） の
一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 2 条 の 見 出 し を 「 （系 及 び専攻） 」 に 改 め ， 同 条 第
2 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
2 生涯教育課程 に 次 の 専攻 を 置 く 。
(1 )  発 達 臨 床 専 攻 (2) 生涯 ス ポ ー ツ 専攻
(3) 人 間 環境 専 攻
第 2 条 に 次 の 1 項 を 加える 。
3 情報教育課程 に 次 の 専 攻 を 置 く 。
(1 ) 教育情報 シ ス テム専 攻
(2) マ ル チ メ デ ィ ア 芸術 専 攻
第 4 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
第 4 条 教養科 目 及 び共 通基礎科 目 の 履修 は ， 富 山 大 学
に お け る 教養 科 目 及 び 共通基礎科 目 履修 規 則の 定 め る
と こ ろ に よ る 。 専 門 科 目 の 履修 は， 別 表 H か ら 別 表羽
別 表 I
報 第41 1号
に 示 す とお り とす る 。 た だ し ， 学校教育教 員 養 成 課 程
の 学 生 は ， 次 の 科 目 を 必 ず 修 得 し な け れ ば な ら な い 。
（教養原論）
日 本 国憲 法
（保健体育 科 目 ）
健康 ス ポ ー ツ
2 単位
1 単位
健康 ・ ス ポー ツ 論 又は 健康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 l 単位
（情 報処理科 目 又は 言 語表現科 目 ）
情報処理 2 単位
第 10条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（転学 部， 転課程及 び転専 攻）
第 10条 転学部， 転課程 及 び 転 専 攻 （以 下 「転 学 部 等 」
とい う 。 ） を 願 い 出 た 者 に つ い て は ， 選 考 の 上 ， 許可
す る こ とができ る 。
第 1 1条 第 3 項 中 「専攻 （コ ー ス ） 」 を 「課程 又は専攻」
に 改 め る 。
別 表 I か ら 別 表羽 を 次 の よ う に 改 め る 。
卒 業 に 必 要 な 単 位 数
学校教育教 員 養 成課程
授～業 一科
一









言十外 国 Z音 科 目
通保 健 体 育 科 目
基情 報 処 理 科 自目礎 言 語 表 現 科 目
計
学 部 共 通 科 § 
専 （ 別 表 E 参照 ）教 科
（ 別 表 V • VI参照）
門 教 職
（ 別 表 回 参照）
キヰ 教科又 ｜ 教科（日lj表W参照）は 教職｜教職（日iJ表E参照）
目 専 攻 科 目（ 別 表 羽 参照 ）
特 7.JIJ 研 究
言十





















B 群 c 群 D 群 E 群
� � ヒ上 ヒ上6 2 6 2 6 2 6 2 2 2 2 2 
4 4 4 4 
18 18 18 18 
8 (2カ国語各4) 8 (2カ国語各4) 8 (2カ国語各4) 8 (2カ国語各4)
2 2 2 2 
2 2 2 2 
30 30 30 30 
4 4 4 4 
6 4 10～19 20 
35 33 23 29 
6 。 。 4 
4 4 4 4 
10  23  23 10  
6 6 6 6 
71 74 70 77 
33 30 34～25 27 
134 1 34 134 134 





E群：学校教育教員養成課程 英語教育＼ 技術教育専攻並びに国語教育， 社会科教育，数学教育， 理科教育， 家政教育， 音楽教育， 美術教育及び保健体育専攻の中学校主免
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備考
品ム？ー 報 第41 1号
1 学校教育教員養成課程の 学生 は， 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の履修 に際 し ， 日 本国憲法 （ 2 単位） ， 健康ス ポー ツ （ 1 単位） ， 健
康 ス ポ ー ツ 論 ( 1 単位） 又 は健康 ・ ス ポー ツ 演習（ 1 単位） ， 情報処理 （ 2 単位） を必ず修得 し な け れば な ら な い。
2 D群の教科及び 自 由選択の単位数 は， 専攻教科 に よ り 異 な る。

























教 養 原 論
社会科学系
自 然科学系
総 合 科 目
言十
外 国 E苦 手ヰ 目
保 健 体 育 科 目
情 報 処 理 科 目
言 語 表 現 科 目
言十
学 部 共 通 科 目
（ 別 表 E参照）
事 攻 科 目
（ 別 表 VI参照）
特 別 研 究
言十
自 由 選 択
l口>. 百十
生涯教育課程
発 達臨床 専 攻
人 間 環 境 専 攻
生涯スポーツ専攻
2 
2 6 2 2 
4 
18  






















2 トーーーーーーー2 6 2 島一司ーーーーー2 
4 
18 










備考 自 由選択 に 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の単位を 1 0単位 ま で





授 業 科 目
設教員養成
生 涯 教 育 課 程 情 報教 育 課程
単謀 程
位 選 必 選 必 選 択 選 必 選 択
教 育 騒 床 2 2 2 2 
生涯学習 と 地域社会 2 2 2 2 I-ーーー 日f現代社会 と ス ポ ー ツ 2 2 2 2 2 8 2 8 � トー 一
芸 術 と 人 間 2 2 2 2 
教 育 メ デ ィ ア 演 習 2 2 2 2 2 2 
人 権 教 育 論 2 2 
国 際 理 解 2 2 2 2 
環 境 教 育 論 2 2 
2 
2 2 
男女共同参画社会論 2 2 2 2 
百十 18 2 2 2 2 4 4 4 
備考 「 人権教育論J. 「 国際理解」 ， 「環境教育論」及 び 「男
女 共 同参画社会論」 は ， 別表 皿教職 に 関す る 科 目 の第 5 欄の
総合演習の科 目 と し て取 り扱 う 。
教 職 に 関 す る 科 目
学校教育教 員 養成 課 程
開 A 群 B 群 c 群
教 職 に 関 す る 科 目 授 業 科 目 設 必 選 選 必 選 選 必 選 選単




教職 の 意 義等 に 関 す る 教 職科 目 と 教 育 2 2 2 2 
教 育 哲 戸寸＇＿： 2 
西 洋 教 育 史 2 
日 本 教 育 史 2 
第 教 育 dし、 理 ザ，，，ー. 2 2 2 2 
3 教育 の 基礎理論 に 関 す 発 達 dし、 理
P寸u. 2 2 2 2 
る 科 目 再寸z ．ー 習 4し、 理 P寸泣ー． 2 2 2 2 
欄 教 育 社 ムr; ザ＝ー 2 2 
寸，，，.二e 校 経 営 2 2 
教 育 イ’丁ー 政 2 2 
学 級 集 団 心 理 学 2 2 
教 科 の 指 導 法 等 20 14 （ 別 表 N 参 照 ）
道 1.商"" 教 育 モ百子ι岡 2 2 2 
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第 教育課程 及 び指導法 に
4 関 す る 科 目
欄
生徒指導， 教育相談及






6 教 育 実 習
欄
三d"
教 科 又 』ま 教
特 �JIJ 活 動 論
教 育 課 程 論
寸且，＿・ 習 指 導
教 育 工 'T' 必A
保 育 内 容 の 指 導 法 等
（ 別 表 羽 参 照 ）
生 徒 指 導 号ロ 岡ι 
（教育相談及び進路指導を含む。）
幼 児 の 理 解 と 相 談
総 合 演 習
（学部共通科目より修得）
教 育 実 習 （ 小 ）
教 育 実 習 （ 中 ）
教 育 実 習 （ 高 ）
教 育 実 習 （ 幼 ）
子どもとのふれあい体験
言十




























4 31  4 
41  35 
4 
備考 教育実習（ 小）， （ 中）， （ 高）及 び（ 幼）の単位数 に は ， 事前及 び事後の指導 1 単位 を 含む。
開 D 群 E 群
教 職 に 関 す る 科 目 授 業 科 目 設 必 選 選 必 選単位 修 必 択 修 必
r 教職の意義等 に 関 す る 教 職 と 教 育 2 2 2 欄 科 目
教 育 哲 品一安A・ 2 
西 洋 教 育 史 2 
日 本 教 育 史 2 
第 教 育 ’b 理 主寸主一． 2 2 2 
3 教育の基礎理論 に 関 す 発 達 dし、 理 寸主＇： 2 2 る 科 目 f且A- 習 •L·、 理 民f主－． 2 2 
欄 教 育 社 z品z、 寸泣んー 2 2 
p寸ιー 校 経 営 2 2 
教 育 行 政 2 2 
学 級 集団 心 理 学 2 2 
教 科 の 指 導 法 等 4 8 （ 別 表 N 参 照 ）
道 徳 教 育 論 2 2 2 
教育課程 及 び指導法 に 特 5JU 活 動 論 2 2 2 第 教 育 課 程 号師ι爾 2 2 関 す る 科 目 品寸4・ 習 指 導 2 2 4 教 育 工 f且＇： 2 2 
欄 保 育 内 容 の 指 導 法 等
（ 別 表 VI 参 照 ）
生徒指導， 教育相談及 生 徒 指 導 論 4 4 4 び進路指導等 に 関 す る （教育相議及び進路指導を含む。）
科 目 幼 児 の 理 解 と 相 談 2 
第5 総 if i寅 習 総 合 演 習 (2) (2) (2) 欄 （学部共通科目より修得）
第 教 育 実 習 （ 小 ） 7 教 育 実 習 （ 中 ） 7 5 5 
6 教 育 実 習 教 育 実 習 （ 高 ） 3 
欄 教 育 実 習 （ 幼 ） 7 子どもとのふれあい体験 2 2 
メc訟． 言十 2 1  2 25 4 23 29 
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教 科 の 指 導 法 等 に 関 す る 科 目
学校教育教 員 養 成課程
開 A群 C 群 D群 E群
授 業 科 目 設 必、 必 選 選 必 必単
f立 ｛｜事 f事 必 択 イ場 修
教 育課 程と方法 2 2 2 2 2 
国語科教育法（初等） 2 2 
社会科教育法（初等） 2 2 
算数科教育法（初等） 2 2 
理科 教 育 法 （初 等 ） 2 2 
生活科教育法（初等） 2 2 8 
音楽科教育法（初等） 2 2 
図面工作科教育法（初等） 2 2 
家庭科教育法（初等） 2 2 
体育科教育法（初等） 2 2 
国語科教育法（中等） 6 2 6 
一社会科教育法（中等） 6 2 6 
数学科教育法（中等） 6 2 1土理科教 育 法 （中等） 6 2 教 6 教ドーーーー音楽科教育法（中等） 6 2 科 6 トーーーー 科美術科教育法（中等） 6 2 2 6 6 
保健体育科教育法（中等） 6 2 単トー一ー一6 単
技術科教育法（中等） 6 2 イ立 6 位トーーーー家庭科教育法（中等） 6 2 6 
英語科教育法（中等） 6 2 6 
地理歴史 科教 育 法 4 
公民科 教 育 法 4 
書道科 教 育 法 4 
言十 92 20 2 4 8 4 8 14 
別 表V
1 小学校 の 教科 に 関 す る 科 目
開 A 群 C 群
教 科 授 業 科 目 設 必 選 選 選 選単
位 ｛｜事 必 択 必 択
国 5苦 2 
千士 会 各専攻別表羽の 2 算 数 2 2 。の科目理 科 2 一家 庭 2 2 2 生 活 生 活 科 2 2 
2目2己 楽 ソ ル フ ェ ー ジ ュ 2 ピ ア ノ 奏法
図面工作 図 画 工 作 2 
体 育 小 学 校体 育 2 




2 幼稚 園 の 教科 に 関 す る 科 目
関 B 群
教 科 授 業 科 目 設 必 選単
位 4事 択
国 5苦 子どもと言語表現 2 2 
算 数 子 ど も と数量 2 2 
生 活 生 活 科 2 2 
ソ ル フ ェ ー ジ ュ 2 2 音 楽 ピ ア ノ 奏 法 4 
子どもと音楽表現 2 2 
図面工作
図 面 工 作 2 2 
子 ど も と造形 2 2 
体 育 小 学 校 体 育 2 2 
計 2 4 6 
別 表 羽
専 攻 科 目




教 育 学 専 攻授 業 科 目 設単
位 必 修 選 択
教 育 哲 すA主dー与 2 2 
西 洋 教 育 史 4 2 
日 本 教 育 史 4 2 
十且ι 校 経 営 2 2 
教 育 借U 度 2 2 
教 育 行 政 2 2 
教 育 法 規 2 2 
教 育 社 会 学 4 2 
社 会 教 育 2 2 
教 育 調 査 2 2 
教 育 課 程 論 4 2 
！子"- 習 指 導 4 2 
授 業 研 究 2 2 
教 育 工 5雪A・ 2 2 
教 育 学 特 別 講 義 4 2 
教 育 学 演 習 4 4 
特 設 科 目
計 46 4 6 10 
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② 学校心理学
学 報 第41 1号
③ 幼 児教育
開開




専 門 幼 児教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 設
必 修 選 択 区 分 等 位
単
必修 選 択
児 童 心 理 学 2 2 幼 児 教 育 学 概 論 2 2 
青 年 心 理 学 2 2 幼 児 心 理 学 概 論 2 2 
教 授 心 理 学 2 2 幼 児 教 育 学 演 習 2 
学 級 の 人 間 関 係 2 2 
教 育 臨 床 心 理 学 2 2 
学校 カ ウ ン セ リ ン グ 2 2 
幼 児 教 育 幼 児 心 理 学 演
習 2 
幼 児 心 理 学 実 験 2 2 幼 児 心 理 幼 児 臨 床 心 理 学 2 
一
教 育 統 言十 2 2 幼 児 教 育 史 2 トーーーー－ー
性 格 心 理 学 2 2 家 庭 教 育 論 2 
教育心理学実験 I 1 1 幼児心理学特別講義 2 
教育心理学実験 E 1 1 
教 育 心 理 学 演 習 2 2 
教育課程一般 幼 児 教 育 課 程 論 2 2 に 関 す る 科 目
発 達 心 理 学 演 習 保 育 内 容 総 論 2 2 
心 理 学 研 究 法 1 子 ど も と 健康 I （保健衛生） 2 2 
教育心理学特別講義 2 2 子 ど も と 健康 Il （ 運動）
発達心理学特別講義 2 2 子 ど も と 人 と の か か わり 2 2 
特 設 科 目
言十 26 6 4 10 
保育内容 に 関 子 ど も と 環境と のかかわり 2 2 子 ど も と 言 葉 2 2 す る 科 目 子 ど も と 表現 I （ 総合） 1 
特 Bリ 研 究 必 修 6 単 位 子 ど も と 表 現 II （ 音 楽） 2 2 
2 2 
備考 「教育又 は教職」 の 教科分 6 単位 は， 別表羽 の各教科の専
攻科 目 中＠印 の 科 目 で取得す る こ と 。
子 ど も と 表現ill （ 美術）
保 育 内 容 特 別 演 習





専 門 科 目 区 分 等
教 育 の 基 礎 理 論 に 関 す る 科 目
心 身 に 障 害 の あ る 幼 児 ， 児
童 又 は 生 徒 の 心 理 ， 生 理 及
び 病 理 に 関 す る 科 目
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指導法 に 関 す 指導法（保育方 法） の 研 究 2 2 る 科 目
特 設 科 目
計 42 26 2 2 30 
特 gu 研 究 必 修 6 単 位
備考 「教科又 は教職」 の教科分 6 単位は， 別表V の 2 の科 目 か
ら 取得す る こ と。
授 業 科 目 開 設 単 位 障害児教育専攻
必 修 選 択
障 害 w� 寸民ゐ- 概 論 2 2 
障 害 児 教 育 原 論 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 概 論 2 2 
障 室Eヨ'!'. 児 民寸＇： i寅 習 2 2 
障 霊Eコ'!'. 児 教 育 i責 習 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 演 習 2 2 
障 害 児 教 育 特 別 講 義 2 2 
障 害 児 精 神 保 健 学 2 2 
障 害 児 dし、 理 寸見4・ 2 2 
精 神 遅 滞 児 心 理 学 2 2 
陣 害 Ye 病 理 寸..，，.ー 2 2 
障 害 児 生 理 ・ 心 理 演 習 I 2 2 
平成1 1 年 4 月 発行
心 身 に 障 害 の あ る 幼 児 ， 児
童 又 は 生 徒 の 教 育 課 程 及 び
指 導 法 に 関 す る 科 目
心身i：障 害 の あ る 幼 児， 児童l li生誕 i： つ い て の 教育実習
特 設
(3) 言語 ・ 社 会 系






障 害 児 生 理 ・ 心 理 演 習 n 2 
障 害 児 心 理 ・ 病 理 特 別 講 義 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 課 程 論 2 2 
障 害 児 教 育 指 導 法 2 2 
精 神 遅 滞 児 心 理 診 断 実 習 2 2 
障 害 児 教 育 研 究 法 2 
障 害 児 教 育 指 導 法 演 習 2 
障 害 児 教 育 指 導 法 特 別 講 義 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 実 習 5 3 
45 19  
研 究 必 修 6 
関 国 語 教 育 専 攻
設科 目 授 業 科 目
位
単 〔 小 〕 〔 中 〕区 分 等 必 修 選 択 必 修
国 語 史 4 4 
国 語 � 各 論 8 8 
国 語 戸寸皐ー． 国 語
ぶ-f地－ i寅 習 12 12 2 
＊ 国 語 表 現 論 2 2 2 
。国 語 且寸aー－ 概 論 2 2 2 
固 語 �主＇： 特 zu 講 義 4 4 
。 日 本 文 て且t- 史 8 2 6 2 
日 本 文 学 各 論 I （ 古 典 ） 6 6 2 
日 本 文 学 各 論 II （ 近 代 ） 6 6 
国 文 P一堂A- 日 本 文 学 講 読 演 習 I （ 古 典 ） 6 6 
日 本 文 学 工 学 演 習 II （ 近 代 ） 6 6 
文 '°F 且4 概 論 2 2 
日 本 文 学 特 別 講 義 4 4 
漢 文 且寸ιー 。 中 国 文 寸
必aー」 史 4 2 2 2 
。漢 文 寸ぷ出ー 概 三同ι調 4 2 2 2 
書 道 史 4 4 2 
＊ 舎 道 各 論 4 4 
。書 法 I 構 書 6 5 
書 道 。書 法 II 行 書 6 5 書 法 m 草 書 3 3 
書 法 m か な 3 3 
書 法 m 2度 隷 3 3 
書 道 特 zu 講 義 4 4 
国 語 科 教 育 概 論 2 2 
国 語 科 教 育 国 語 科 教 育 各 三同ι冊 4 4 
国 語 科 教 育 i寅 習 4 4 
特 設 科 目
計 121 8 8 20 16  
特 zu 研 勾丸今望, 必 修 6 単 位
備考 1 0印は， 小学校の 教科 に関 す る 科 目 を 兼 ね る 。
＊ 印の授業科 目 の う ち
「国語表現論」 は 〈 「音声言語」 及 び 「文章表現」 に 関す る も の を 含む｝ 科 目 であ る。
「書道各論」 は ｛ 「害論」 及 び 「鑑賞」 を 含む｝ 科 目 で あ る 。
2 教科又 は教職 （教科分）の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科 目 16単位 に含 ま れ て い る 。
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② 英語教育
専 門
科 目 授 業 科 目
区 分 等
英 語 音 声 戸－雪Lー I 
英 語 音 声 主寸aー． II 
英 文 法 I 
英 圭回五目 学 英 文 法 II 英 語 史
英 語 寸見九・ i寅 習
英 語 寸且ゐー 講 読
言 語 主-f'ι• 概 論
英 米 文 鼻-f'血e． 概 論
英 文 ぷ寸主星、・ 史
英 米 文 学 米 文
寸，.，.ι・ 史
英 米 文 －且f; i寅 習
英 米 文 f且＇： 講 読 I 
英 米 文 fぷA－ 講 読 II 
英 品;z:;i;、 話 I 
（ オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）
英 語 コ ミ ュ ニ 英 � 話 II 
ケ ー シ ョ ン （ オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）
英 作 文 I 
英 作 文 II 
比 較 文 化 異 文 化 理 解 と 外 国 事 情
英 語 科 教 育 英 語 教 育 各 論英 語 教 育 j寅 習
英 語 科 特 }}U 講 義
特 設 科 目
計
特 �rn 研 究





























〔 中 〕 4 単位 ・ 専攻科目 34単位に 含 ま れ て い る 。
報
英 語 教 育 専 攻

























必 修 6 単 位
2 副免で英語 2 種 を 取 る 場合 は， 障害児教育 と 同 じ科 目 を 履修す る こ と 。
③ 社 会 科 教育

















1 0  
育 専 攻 障 害 児〔 中 〕 教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 〔 小 〕 時 ・ 政治 ・
区 分 等 単 共 通 歴 史 地 理 社会 ・ 僻 〔 中 〕
位 必修 選 必 必修 選 必 選 必 選択 必修 選必 選択 選必 選択 必修 選 択
。 日 本 史 学 概 論 2 2 2 2 
日 本 史 学 各 論 I 2 2 2 ・2 2 
日 本 史 学 各 論 E 2 2 2 2 トーーーー
日 本 史 学 演 習 I 4 企4 2 2 4 4 
日 本 史 日 本 史 学 演 習 E 4 2 2 2 4 4 ドーーーー東 洋 史 学 2 4 2 2 2 及 び 一
外 国 史 。西 洋 史 学 概 論 2 2 2 2 西 洋 史 学 各 論 I 2 2 2 ・2 2 
西 洋 史 学 各 論 E 2 2 2 2 
西 洋 史 学 演 習 4 企4 2 2 4 4 
史 f且＇： 概 号U冊ι 2 2 2 2 
考 古 P寸邑zー． 2 2 2 2 
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尚 子
報 第41 1号
。地 理 学 総 論 2 2 2 
。地 理 学 総 論 E 2 2 
。地 誌 ：率子主． 4 2 2 2 2 2 
地 誌 f泣A－ II 4 2 2 ・2 2 4 
人 文 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 
地 理 学 人 文 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 2 人 文 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 （ 地 誌 を 人 文 地 理 学 各 論 IV 2 2 2 2 含 む 。 ） 自 然 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 
自 然 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 
地 図 A寸L色・ 2 2 2 2 
地 理 寸A三，＿込 i寅 習 4 企4 4 2 2 4 
地 理 寸且ゐ・ 実 験 4 4 2 2 4 
地 理 寸且ゐー 巡 検 2 2 2 
。法学概論（ 国際法 を 含 む 。 ） 2 マ2 2 2 
憲 法 2 2 2 圃2 2 
法 律 で且Tん- 各 毛面b冊 2 2 2 2 2 
法 律 学 ， 法 律
芹寸4・ i寅 習 4 企4 4 4 口2 2 2 
。政治学概論 I （ 国際政治を含む。） 2 マ2 2 2 2 政 治 学 政 治 学 概 論 E 2 2 2 •2 2 
政 治 学 各 論 2 2 2 2 2 
政 治 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
政 治 !#- i寅 習 4 企4 4 4 口2 2 2 
＠社 会 学 概 論 2 マ2 2 2 
社 会 学 概 論 H 2 2 2 ・2 2 
社 会 学 各 論 2 2 2 2 2 
社 会 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
社 会 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
社 会 学 ， 社 � 、 民寸主・． i寅 習 4 企4 4 4 口2 2 2 2 経 済 学 。経済原論 I （国際経済 を含む。） 2 マ2 2 2 
経 済 原 論 II 2 2 2 •2 2 
経 済 史 2 2 2 2 2 
経 済 学 各 論 I 2 2 2 2 2 
経 済 学 各 論 H 2 2 2 2 2 
経 済 ぶ寸且・． i寅 習 4 A4 4 4 口2 2 2 
哲 主ーす＇： 2 2 
哲 学 ， 倫 理 7持4- 2 2 
倫 理 学 ， ，刀三＝守： 教 与寸'4・ 2 2 2 2 
宗 教 学 ， ’し、 理 品寸九ー 概 論 2 
心 理 学 杜 �』"' dし、 理 + 』 2 
言品ゑl 知 ，し、 理 !#- 2 
社会科教育演習（地理 ・ 歴史） 2 2 2 2 
社会科教育 社 会 科教 育 演 習 （ 公民） 2 2 2 2 社会科特別講義（地理 ・ 歴史） 4 4 4 4 
社 会 科 特 別 講 義 （ 公 民 ） 4 4 4 4 
特 設 科 目
4 12 22 2 6 4 6 2 2 6 4 8 6 24 計 140 16 34 34 34 
（ 共通24単位含 む 。 ） （ 共通24単 U tr , ) （共�4単位合!t,) 14 
特 �lj 研 究 必 イ｜事 6 単 位
備考 1 0 印 は， 小学校 の 教科 に 関す る 科 目 を 兼 ね る 。
2 マ 印の う ち か ら ， い ず れ か 2 科 目 （ 4 単位） を 修得 す る も の と す る 。
企 印 の う ち か ら， い ず れか 1 科 目 （ 4 単位） を 修得 す る も の と す る 0
・ 印の う ち か ら， いずれ か 1 科 目 （ 2 単位） を 修得す る も の と す る 。
・ 印の う ち か ら， い ず れか 2 科 目 （ 4 単位） を 修得す る も の と す る 。
口 印の う ち か ら， いずれ か 1 科 目 （ 2 単位） を 修 得す る も の と す る 。
3 欄内の 「選必j は選択必修の こ と 。
4 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科 目 16単位 に含 ま れ て い る 。
〔 中 〕 4 単位 ： 専 攻 科 目 34単位 に 含 ま れ て い る 。
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代 数 ふf三A- 代
代
。集
幾 何 s寸uー． 幾
幾
。解
解 析 で'fι- 解
関
確 率 論 統
統 計 学 確
コ ン ピ ュ ー タ 計情
応
応 用 数 学 応
応

































数 学 科 教 育 数 学 科 教 育 各 論
数 学 セ 、 ナ 一
数 学 特 別 講 義
特 設 科 目
言十
特 �lj 研 究

































数 学 教 育 専 攻
〔 小 〕 〔 中 〕
選 択 必修 選 択
2 2 2 
2 2 2 
2 
2 
4 2 2 
2 
2 4 










8 14 6 
16  14  34 
必 修 6 単 位
2 ＠印は， 小学校の教科に関する科目 を兼ねる。 だた し， 線形代数学は， 前半 2 単位のみ と す る 。
3 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科目 16単位に含ま れている。












障 害 児専 r, 開 理 科 教 育 専 攻
科 目 授 業 科 目 設 教育専攻単
位 〔 小 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 等 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修
。一 般 物 理 学 I 2 2 2 2 
一 般 物 理 学 E 2 2 2 
一 般 物 理 学 E 2 2 2 
物 理 学 各 論 I 2 2 
物 理 学 各 論 II 2 2 
物 理 学 物 理 学 各 論 E 2 2 物 理 学 各 論 N 2 2 
物 理 学 各 論 V 2 2 
物 理 ?:;. i寅 習 2 2 
物 理 学 特 別 講 義 2 2 
物 理 学 実 験 I 2 2 2 2 
物 理 学 実 験 II 2 2 
。化 守且dー' 総、 論 I 2 2 2 2 
イと 且寸Aー 総 論 II 2 2 2 
- 20 -
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化 寸ふL色- 各 号同ι荷 I 2 
化 � 各 論 II 2 
化 寸＂＂： 各 論 m 2 
化 寸泊ιー 化
寸品Zー. 各 論 IV 2 
化 位寸＇.： 各 論 v 2 
化 寸品aー－ i寅 習 2 
化 学 特 別 講 義 2 
イヒ で且；：. 実 験 I 2 
化 寸持A・ 実 験 II 2 
化 寸且Aー 実 験 直 2 
。生 物 学 総 論 I 2 
生 物 学 総 論 II 2 
生 物 学 各 論 2 
生 物 学 各 論 II 2 
生 物 学 各 論 E 2 
生 物 学 各 論 W 2 
生 物 f詳＇.： 生 物 学 各 論 V 2 
生 物 学 各 論 羽 2 
生 物 学 特 別 講 義 2 
生 物 学 実 験 I 2 
生 物 学 実 験 II 2 
生 物 学 実 験 E
生 物 学 野 外 実 習
。地 で且；：. 総 号ロ冊ι I 2 
地 戸寸国a． 総 論 II 2 
地 寸且ι・ 各 論 I 2 
地 学 各 論 II 2 
地 寸且Aー 各 論 m 2 
地 f非＇.： 地 学 各 論 IV 2 地 訟寸L・ 各 論 v 2 
地 学 特 別 講 義 4 
地 p寸皿a． 実 験 I 2 
地 鼻寸息ー． 実 験 II 
地 主－雪Aー 実 験 m 1 
地 学 野 外 巡 検 2 
。理 科 教 育 総 論 2 
理 科 教 育 理 科 教 育 各 論 2 
理 科 教 育 特 別 講 義 2 
特 設 科 目
計 102 
特 5Jlj 研 究
備考 1 0印は， 小学校の教科に関する科目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科目 16単位 に含 ま れている。




























































10 16 34 
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③ 技術教育
専 門
科 目 授 業 科 目
区 分 等
製 図
木 材 加 工 木 材 加 工 品＋
木 材 加 工 ・ 同 実 習
金 属 加 工 金 属 加 工 学金 属 加 工 ・ 同 実 習
機 械 工 � 概 論
機 械 機 械 材 料
f-且A
機 械 ・ 同 実 習 I 
機 械 ． 同 実 習 E
電 気 ・ 電 子 工 学 概 論
電 気 電 気 応 用電 気 ・ 同 実 習 I 




応 用 見 虫 寸且4・
栽 培 ． 同 実 習
情 報 基 礎 論
情 報 基 礎 プ ロ グ フ ミ ン グ Iプ ロ グ ラ ミ ン グ E
情 報 基 礎 ・ 同 実 習
技 術 科 教 育 技 術 科 教 育 ゼ ミ ナ ー ル
特 設 科 目
言十
特 zu 研 究




























〔 中 〕 4 単位 ： 専攻科目34単位に含 ま れている。
④ 家 政教 育
専 門 開
科 目 授 業 科 目 設単
位区 分 等
家 庭 管 理 P寸u・． 2 
家 庭 管 理 学 演 習 2 
家 庭 経 営 学 。家 族 関 係 詳寸＇： 2 
司伊r.‘ 庭 経 済 寸必4ー 2 
家 政 且寸4ー 原 論 2 
。被 月E 材 料 で且f:. 2 
被 ij� 管 理 戸十4 2 
被 月反 構 成 B寸＂： 2 
被 月匝 衛 生 －且f:. 2 
被 ij� ザ且ιー 被 服 材 料 学 実 験
被 服 管 理 学 実 験
被 服 科 学 実 験 1 
被 服 構 成 学 実 習 I
被 服 構 成 学 実 習 E 1 
栄 養 寸且Aー 2 
。食 口口口 寸見4・ 2 
食 ロロロ 衛 生 ふ寸＂ー－ 2 
- 22 ー
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技 術 教 育 専 攻
障 害 児
教 育 専 攻
〔 中 〕























22 12 18 
34 
必 修 6 単 位
家 政 教 育 専 攻
〔 小 〕 〔 中 〕























平成1 1 年 4 月 発行
調 理 科 且寸aー－ 2 
食 物 で必t- 栄 養 且寸2ー． i寅 習 2 
食 口E口l 3寸主主国． 実 験
食 物 科 学 実 験 1 
調 理 学 実 習 I 
調 理 学 実 習 II 
。住 環 境 論 2 
住 居 寸且Aー 住 生 活 論 2 住 居 寸泣£ー． i寅 習 2 
製 図
保 育 寸且ゐ- 保 育学 I （家庭看護 を 含 む 。 ） 2 保 育 学 II 2 
家庭電気 ・ 機 械 家 庭 電 気 ・ 機 械 2 a情 報 処 理 2 
家 庭 科 教 育 論 2 
家 庭 科 教 育 家 庭 科 教 育 各 論 2 家 庭 科 教 育 演 習 2 
家 庭 科 教 育 ゼ ミ ナ ー ル 2 
家 庭 科 特 別 講 義 6 
特 設 科 目
言十 66 
特 }Jlj 研 究
備考 1 0印は， 小学校の教科に関する科目 を兼ねる。
2 教科又 は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科目 16単位に含 ま れて い る 。
〔 中 〕 4 単位 ： 専攻科目34単位に含 ま れて い る 。
(5) 芸術 ・ 体 育 系




授 業 科 目
ソ ル フ ェ ー ジ ュ 。専 攻 ソ ル フ ェ ー ジ ユ
。独 唱 法 I 
声 楽 独 唱 法 II 
。合 日目 法
。 ピ ア ノ 奏 法 I 
ピ ア ノ 奏 法 II 
器 楽 管 楽 器 奏 法弦 楽 器 奏 法
打 楽 器 奏 法
。合 奏 法
指 揮 法 。指 揮 法
。音 楽 理 昌細"" 
和 声 寸＂＂：
立サ 位 法
音 楽 理 論 ， 。作 曲 法。 D T M 概 論作 曲 法 D T M 編 曲 法及 び D T M 作 曲 法音 楽 史 。音 楽 史 概 説
西 洋 z回� 楽 史
日 本 音 楽 史









































































1 3  19  34 
育 専 攻 障害児教育専攻
〔 中 〕 〔 中 〕

















平成1 1 年 4 月 発行
音 楽 科 教 育 音 楽 科 教 育 ゼ ミ ナ ー ル 4 
音 楽 科 特 別 表 現 I 14 
子 ど も と 音 楽 表 現 I 2 
子 ど も と 音 楽 表 現 E 2 
特 設 科 目
計 74 
特 5JIJ 研 究
備考 1 0印は， 小学校の教科に関する科目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科 目16単位に含 ま れて い る 。
〔 中 〕 4 単位 ： 専攻科 目34単位に含ま れている。
② 美術教育
専 門 関









必 修 6 
教 育
区 分 等 位 必 修 選 択 必 修
絵 函 論 4 2 
素 描 8 2 
素 描 演 習 2 
。絵 画 8 2 2 
絵 画 時会 蘭 i寅 習 2 
版 画 2 2 
絵 画 技 法 演 習 4 
野 外 風 景 画 実 習 2 2 
造 形 の 基 礎 I
周2 京リ 三同ι珊 4 2 
。彫 刻リ I 8 2 2 
彫 �J 彫 �J II 8 2 彫 刻 技 法 演 習 3 
彫 刻 屋 外 実 習 2 2 
造 形 の 基 礎 E
デ ザ イ ン 号ロ聞ι 4 2 
。デ ザ イ ン I 4 2 
デ ザ イ ン II 4 2 
デ ザ イ デ ザ イ ン Ill 4 2 ン デ ザ イ ン 技 法 演 習 4 
図 法 及 ぴ 製 図 2 
総 合 デ ザ イ ン 実 習 4 
造 形 の 基 礎 E
工 合τ民主 論 4 2 
。工 当金r I 4 2 τE 
工 τ会民主 II 4 
工 当土r 工 コ昔企:;: m 4 コz
工 ま士 i寅 習 2 τE 
工 芸 技 法 演 習 3 2 
造 形 の 基 礎 W
美 体1 理 号ロ岡ι 4 2 2 
美 術 理 論 美術 理 論 ・ 美 術 史 演 習 4 
及 び 。美 術 史 10 2 2 
美 争�j 史 美 術 史 実 習 2 
造 形 の 基 礎 V
美 術 科 教 育 論 4 2 
美 術 科 教 育 各 論 4 2 












〔 中 〕 〔 中 〕
選択必修 選 択 必 修 選択必修
2 2 2 
2 2 2 
2 4 2 2 2 
1 






2 2 2 
2 2 2 
2 4 2 2 2 2 2 2 
1 
2 2 2 
2 2 2 
4 1 2 





平成1 1 年 4 月 発行
美 術 科 教 育 美 術 教 材 実 習 4 
子 ど も と 造 形 4 
美 術 科 教 育 基 礎
特 設 科 目
計 142 
特 glj 研 究
備考 l ＠印は， 小学校の教科に関する科目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科目 16単位に含ま れて い る 。
〔 中 〕 4 単位 ： 専攻科 目34単位に含 ま れている。
③ 保 健 体 育
専 門 開




。体 操 3 
。 ダ ン ス 3 
。器 械 運 動 3 
。陸 上 競 技 3 
陸 上 競 技 II 3 
。パ レ 一 ボ 一 Jレ 3 
。パ ス ケ ッ ト ボ ー ル 3 
。サ ツ カ 一 3 
。 ソ フ ト ボ 一 Jレ 2 
体 育 実 技 ア ー ス 2 
／� ド 、 ン ト ン 2 
ノ、 ン ド ポ 一 jレ 2 
柔 道 3 
実。 道 3 
。水 泳 3 
。夏 季 野 外 活 動 I 2 
夏 季 野 外 活 動 E 2 
冬 季 野 外 活 動 I 3 
。冬 季 野 外 活 動 E 3 
体 育 原 理 ・ 。体 育 原 理 2 体 育 史 2 体 育 心 理 学 ・ 体 育 ’し、 理 位-1'皐a． 2 体育経営管理学 ・ 。体 育 経 営 管 理 学 2 体 育 社 会 学 ・ 体 育 社 正Z』" 寸出aー－ 2 運 動 学 。身 体 運 動 一出安A・ 2 
生 理 且寸九・ 体 育 生 理
且一堂ι- 2 
解 剖 寸＂＂！ 2 
衛生学及び公衆衛生学 衛 生 A寸u_与 2 
学 校 保 健 管 理 2 
精 神 保 健学 校 保 健 救 急 処 置 2 
発 育 f且A- 2 
保健体育 科 教 育 保 健 体 育 教 育 論 2 
保 健 体 育 特 別 演 習 2 
保 健 体 育 特 別 講 義 1 0  
特 設 科 目
計 90 































必 修 6 





















14 4 8 
1 2  
攻 障害児教育専攻
〔 中 〕



































9 1 1  4 
15  
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備考 1 ＠印は， 小学校の教科に関す る 科目 を兼ねる。
2 教科又 は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔 小 〕 6 単位 ： 専攻科 目 16単位に含ま れて い る 。
〔 中 〕 4 単位 ： 専攻科目34単位に含ま れて い る 。
2 生涯教育課程
① 発 達 臨 床 専 攻
品同ザー
専 門 開 発達臨床専攻科 目 授 業 科 目 設単区 分 等 位 必 修 選 択
生 涯 発 達 論 2 2 
課 程 共 通 運 動 処 方 論 2 2 
環 境 と 人 間 の 共 存 論 2 2 
生 涯 発 達 心 理 学 概 論 2 2 
専 攻 基 礎 発 達 臨 床 心 理 学 概 論 2 2 生 涯 学 習 概 論 2 2 
行 動 福 祉 概 論 2 2 
発 達 精 神 保 健 学 2 2 
発 達 臨 床 基 礎 実 験 2 2 
生 涯 発 達 心 理 学 各 論 4 4 
発 達 臨 床 心 理 学 各 論 4 4 
臨 床 カ ウ ン セ リ ン グ 2 2 
臨床 カ ウ ン セ リ ン グ演 習 2 2 
臨 床 心 理 診 断 法 I 2 2 
臨床 ヒ ューマ ン 臨 床 心 理 診 断 法 E 2 2 
研 究 臨 床 心 理 研 究 法 2 2 
生 活 ’L、 理 且－雪A・ 2 2 氷－ー． 族 ’し、 理 寸，，..』・ 2 2 
高 齢 者 心 理 学 2 2 
精 神 医 学 概 論 2 2 
生 理 心 理 学 概 論 2 2 
発 達 障 害 心 理 学 2 2 
発 達 障 害 幼 児 学 2 2 
生 涯 学 習 各 論 I 2 2 
生 涯 学 習 各 論 E 2 2 
生 涯 学 習 社 会 教 育 概 論 2 2 社 会 教 育 各 論 2 2 文 化 研 究 教 育 社 会 学 2 2 
教 育 且ー雪ι・ 概 論 2 2 
余 暇 論 2 2 
社 会 福 祉 概 論 2 2 
高 齢 者 福 祉 論 2 2 
コ ミ ュ ニ テ イ 障 害 者 福 祉 論 2 2 行 動 福 祉 各 論 2 2 福 祉 研 究 社 会 生 活 支 援 論 2 2 
社 会 生 活 支 援 活 動 論 4 4 
行 動 科 学 研 究 法 2 2 
臨 床 ヒ ュ ー マ ン ゼ ミ 4 4 
ゼ ミ ナ ー ル 生 涯 学 習 文 化 ゼ ミ 4 4 
コ ミ ュ ニ テ ィ 福祉 ゼ ミ 4 4 
特 設 科 目
言十 92 20 32 
特 5JU 研 究 必 修 6 単 位
- 26 -
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② 生涯 ス ポ ー ツ 専攻
専 門 開 生涯ス ポ ー ツ 専攻科 目 授 業 科 目 量生単区 分 等 イ立 必修 選択必修 選択
生 涯 発 達 論 2 2 
共 通 基 礎 運 動 処 方 論 2 2 
環境 と 人 間 の共存論 2 2 
ス ポ ー ツ 比較文化論 2 2 
専 攻 基 礎 野 外 活 動 論 2 2 バ イ オ メ カ ニ ク ス 2 2 
生 涯 ス ポ ー ツ 論 2 2 
ス ポ ー ツ 経 営 学 2 2 
社 会 体 育 概 論 2 2 
余 暇 論 2 2 
ス ポ ー ッ 心 理 学 2 2 
ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2 
体力 ト レ ー ニ ン グ論 2 2 
ス ポ ー ツ と 栄 養 2 2 
ス ポ ー ツ 医 学 2 2 
生涯 ス ポ ー ツ 体 力 診 断 の 理 論 2 2 
ス ポ ー ツ 指 導 論 2 2 
救 急 法 2 2 
解 出j �主＇： 2 2 
スポーツ ・ マーケ テ イ ン グ論 2 2 
スポーツ ・ ジャー ナ リ ズ ム 論 2 2 
メ ン タ ル ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 2 2 
ス ポ ー ツ 関係法規論 2 2 
生涯 ス ポ ー ツ特別講義 10 10 
ア ー ス 3 一
ゴ Jレ フ 3 
実 技 理 論 ・ 水 泳 3 エ ア ロ ピ ク ス 3 実 習 一ス キ 一 3 
野 外 活 動 3 2 
施 設 実 習 8 4 4 
ア 一 ピ ン グ 4 4 生涯 ス ポー ツ ス ト レ ッ チ ン グ 4 4 の 応 用 体 力 ト レ ー ニ ン グ 4 4 
フ ィ ー ル ド ワ ー ク 演 習 6 4 
野 外 活 動 演 習 6 4 
ゼ ミ ナ ー ル 1 ポ － ＂｝ ・ ＜ － 7 1 イ ン F 自 習 6 4 
一
運 動 処 方 演 習 6 4 
バ イ オ メ カ ニ ク ス 演 習 6 4 
特 設 科 目
計 124 23 9 20 29 
特 5JU 研 究 必 修 6 単 位
平成1 1 年 4 月 発行
③ 人 間 環境 専 攻
専 門
科 目 授 業 科 目
区 分 等
生 涯 発 達 論
課 程 共 通 運 動 処 方 論
環境 と 人聞 の共存論
自 然 環 境 概 論
生 活 環 境 概 論
専 攻 基 礎 共生社会論（ 合 ・ 手持活動実習）
苅澗 （グローパMtt生闘世・
そ の 手 際 的 1 1 0 - t )
環 境 物 理 学 総 論
環 境 物 理 学 実 験
環 境 物 理 学 演 習
環 境 化 学 総 論
環 境 化 学 実 験
環 境 化 学 演 習
環 境 生 物 学 総 論
環 境 生 物 学 実 験
環 境 生 物 学 演 習
環 境 地 学 総 論
自 然環境領域 環 境 地 学 実 験
環 境 地 学 演 習
自 然 環 境 特 論 I
自 然 環 境 特 論 E
自 然 環 境 特 論 E
自 然環境野外実 習
自 然 環 境 教 育 法
科 学 技 術 史
環 境 保 護 活 動 論
ボ ラ ン テ イ ア 概 論
ボ ラ ン テ イ ア 活 動
住 環 境 論
住 環 境 論 演 習
住 空 間 設 計 実 習
都 市 減 災 論
衣 環 境 論 I 
衣 環 境 論 E
ア パ レ ル 工 学 実 習 I
ア パ レ ル 工 学 実 習 E
ア パ レ ル素材性能論
ア パ レ ル 科 学 実 験
食 品 基 礎 論
生活環境領域 食 環 境 論
環境 と リ サ イ ク ル
家 族 論
生 活 福 祉 論
生 活 空 間 と 心 理
生 活 経 営 論
感 性 工 －且t-
生活環境デザ イ ン 論
生活環境デザ イ ン 演 習
余 暇 論
人 体 解 剖 学
生 活 統 計 学

















































































































多 文 化 理 解 2 2 
情 報 メ デ ィ ア 論 2 2 
国 際 政 治 寸ぷ4・ 2 口2
歴史の中 の現代世界 シ ス テ ム 2 2 
地 球 市 民 社 会 論 2 2 
教 育 協 力 開 発 論 2 2 
環 境 と 法 2 2 
環 境 と 経 済 2 2 
国 際 経 済 論 入 門 2 2 
比 較 経 済 史 論 2 2 
ヨ ー ロ ッ パ 世界 と 歴 史 I 2 口2
ヨ ー ロ ッ パ世 界 と 歴 史 E 2 2 
ヨ ー ロ ッ パ 世 界 と 歴 史 E 2 2 
文化 ・ 社会 グ ロ ー パ ル 地 誌 2 2 
環 境 領 域 グ ロ ー カ ル 地 誌 2 2 
地 域 環 境 論 I 2 2 
地 域 環 境 論 E 2 2 
社 会 シ ス テ ム 論演習 4 4 
グ ロ ー カ ル 社 会 特 別 講義 10  10  
言 語 と 言 語 の 科 学 2 2 
英 米 の 文 学 I 2 口2
英 米 の 文 学 E 8 8 
英 語 教 育 論 8 8 
日 本 語 概 説 2 口2
日 本 文 イ七 論 8 8 
日 本 文 化 演 習 8 8 
日 本 語 論 8 8 
日 本 語 教 育 概 論 2 2 
日 本 語 i寅 習 8 8 
自 然 環境ゼ ミ ナ ー ル 8 8 
生活環境 ゼ ミ ナ ー ル 8 8 
ゼ ミ ナ ー ル 文化 ・ 社会環境ゼ ミ ナ ー ル 8 8 
棚鶏ぜ：ナール 情学生教育支援実習） 2 2 
制措ゼミ トル （生酔散骸習） 2 2 
特 設 科 目
計 236 12 10  30 
特 glj 研 究 必 修 6 単 位
備考 選択必修の10単位は， ・印の 4 科目 （ 8 単位） 及び※ の う
ち か ら 1 科 目 （ 2 単位） の計 5 科目 （10単位） 又は・印の 5
科目 （10単位） 又は口印の 5 科目 ( 10単位） のいずか を選択
する こ と 。
3 情報教育課程
① 教 育 情報 シ ス テ ム 専攻
専 門 開 教 育 情 報
科 目 授 業 科 目 設 シ ス テ ム専攻単区 分 等 位 必修 選択
課 程 共 通 テ ク ニ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2 2 イ ン タ ー 7 エ ー ス デ ザ イ ン 概 論 2 2 
計 算 機 概 論 2 2 
情 報 処 理 2 2 
情 報 処 理 演 習 I 2 2 
情 報 処 理 ・
a情 報 処 理 II 2 2 
情 報 処 理 演 習 E 2 2 情 報 科 学 情 報 シ ス テ ム 管 理 2 2 
情 報 科 学 概 論 2 2 
応 用 情 報 科 学 2 2 
- 27 -
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知 識 工 鼻寸血．・
微 分 ． 積 分 学
線 形 代 数 =+-
数 理 科 学 確 率 ． 統 計 学
d情 報 数 寸民ん・
言十 算 科 寸且ゐ・
情 報 メ デ ィ ア 論
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必 修 6 単 位





認 知 科 学 概 論 2 2 
言十 算 機 概 去白岡企ゐ 2 2 
a情 報 処 理 I 2 2 
情 報 技 術 情 報 処 理 演 習 I 2 2 情 報 メ デ ィ ア 論 2 2 
芸 術 情 報 処 理 2 2 
教育情報 シ ス テ ム 設計 2 2 
マ ルチ メ デ ィ ア 著作権法 2 2 
コ� 続5 史 4 4 
視 覚 メ デ ィ ア 史 2 2 
芸 術 理 論 芸 術 論 （ 音 楽 ・ 美 術 ） 8 8 
メ デ ィ ア デー タ 編集法 2 2 
視 覚 メ デ ィ ア 論 4 4 
デ ザ イ ン 概 論 2 2 
造 形 表 現 演 習 8 8 
色 彩 理 論 ／ 演 習 2 2 
視 覚 表 現 イ ン タ ー 7 エ ー ス デザ イ ン演習 2 2 環 境 情 報 デ サ’ イ ン 2 2 
視覚 メ デ ィ ア 基本演習 2 2 
ネ見 覚 伝 達 論 4 4 
メ デ ィ ア 芸術（ 自 由 ・ 芸術） 4 2 4 
音 楽 表 現 演 習 4 4 
音 響 メ デ ィ ア 概 論 2 2 
音響 メ デ ィ ア 基本演習 2 2 
一
音 響 表 現 音 響 デ ザ イ ン 論 2 2 
D T M 概 論 2 2 
D T M 編 曲 法 2 2 
D T M 創 作 2 2 
ゼ ミ ナ ー ル マ ル チ メ デ ィ ア 基本演習 4 4 マ ル チ メ デ ィ 7 制作総合演習 4 4 
特 設 科 目
言十 86 22 2 28 
特 zu 研 究 必 修 6 単 位
附 則
1 こ の 規則 は， 平成 1 1年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平成 10年度以前 の 入 学者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
富山大学留学生セ ン タ 一規則の制定
富山大学留学生 セ ン タ一規則の制定理由
富 山 大 学 に 学 内 共 同 教育 研 究 施 設 と し て ， 富 山 大学 留 学 生 セ ン タ ー が設置 さ れ る た め ， 所要事項 を 定 め る 。
富 山 大学 留 学 生 セ ン タ 一 規則 を 次 の と お り 制 定 す る 。




富 山 大学長 時 津 貢
第 l 条 こ の 規則 は， 富 山 大学学則 第 9 条 第 2 項 の 規 定
に 基 づ き ， 富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ ー （ 以 下 「セ ン タ ー 」
と い う 。 ） に 関 し， 必 要 な 事項 を 定 め る 。
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（ 目 的 ）
学
第 2 条 セ ン タ ー は， 外 国 人 留 学生 及 び海外留 学 を 希 望
す る 富 山 大学 （ 以 下 「本学」 と い う 。 ） の 学 生 に対 し，
必 要 な 教育 及 び指 導 助 言 等 を 行 う こ と に よ り ， 本 学 に
お け る 国 際 交 流 の 推 進 に 寄 与す る こ と を 目 的 と す る 。
（ 業 務 ）
第 3 条 セ ン タ ー は， 次 に 掲 げ る 業務 を 行 う 。
( 1 )  外 国 人 留 学 生 に 対 す る 日 本語 ・ 日 本事情教育
(2) 外 国 人 留 学生 に対 す る 修学上及び生活上 の指導助言
(3) 海外留 学 を 希望 す る 学生 に 対 す る 修 学上 及 び生 活
上 の 指 導 助 言
(4) 留 学 生 教 育 に 関 す る 調 査 及 び研 究
(5) そ の 他 セ ン タ ー の 目 的 達 成 に 必要 な 事項
（ 職 員 ）
第 4 条 セ ン タ ー に， 次 に 掲 げ る 職 員 を 置 く 。
(1) セ ン タ ー 長
(2) 副 セ ン タ ー 長
(3) 専 任 の 教 員
(4) そ の 他必 要 な 職 員
（ セ ン タ ー 長 ）
第 5 条 セ ン タ ー 長 は， セ ン タ ー の 業 務 を 掌理 す る 。
2 セ ン タ ー 長 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再 任 を 妨 げ な い 。
3 セ ン タ ー 長 の 選考 に つ い て は ， 別 に 定 め る 。
（ 副 セ ン タ ー 長）
第 6 条 副 セ ン タ ー 長 は， セ ン タ ー 長 を 補佐 し， セ ン タ ー
業 務 を 整 理 す る 。
2 副 セ ン タ ー 長 の 任 期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い。
3 副 セ ン タ ー 長 の 選考 に つ い て は ， セ ン タ ー の 専 任 の
教 員 の う ち か ら 第 8 条 に 定 め る 運営 委 員 会 の 議 に 基 づ
き ， 学 長 が行 う 。
（ 専 任 の 教 員 ）
第 7 条 専 任 の 教 員 は ， セ ン タ ー の 業務 に 従 事 す る 。
2 専 任 の 教 員 の 選考 に つ い て は ， 別 に 定 め る 。
（ 運 営委 員 会 ）
第 8 条 セ ン タ ー に， セ ン タ ー の 管 理 運 営 に 関 す る 重 要
事項 を 審議 す る た め ， 富 山 大学留 学生 セ ン タ ー 運 営 委
員 会 （ 以 下 「運営 委 員 会」 と い う 。 ） を 置 く 。
（ 運 営 委 員 会 の 審議事項）
第 9 条 運 営委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 事項 を 審議 す
る 。
(1) 管 理 運 営 の 基本方 針 に 関 す る こ と 。
(2) 事業 の 計 画 及 び実施 に 関 す る こ と 。
(3) セ ン タ ー 長， 副 セ ン タ ー 長及 び専 任 の 教 員 の 人 事
に 関 す る こ と 。
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(4) 予算概算 の 方針 に 関 す る こ と 。
(5) そ の 他 セ ン タ ー に 関 し 必 要 な 事項
（ 運営委 員 会 の 組織）
第 10条 運 営委 員 会 は， 次 の 各号 に 掲 げ る 委 員 を も っ て
組織す る 。
(1) セ ン タ ー 長
(2) セ ン タ ー の 専任 の 教 員
(3) 各 学 部 か ら 選 出 さ れ た 教授 各 1 人
(4) 学生部長
(5) 学 生部次長
2 前 項 第 3 号 の 委 員 は， 学 長 が 委 嘱 す る 。
3 第 l 項 第 3 号 の 委 員 の 任 期 は， 2 年 と し ， 再 任 を 妨
げ な い 。 た だ し， 欠 員 が生 じ た 場合 の 後任 の 委 員 の 任
期 は ， 前 任 者 の 残 任期 間 と す る 。
4 第 1 項 第 2 号 の 委 員 の う ち 教授 を 除 く 専任 の 教員 は，
前 条 第 3 号 の 事 項 の う ち 専任 の 教 員 の 人事 に 関 す る 事
項 の 審議 に は 加 わ ら な い 。
5 第 1 項 第 5 号 の 委 員 は， 前 条 第 3 号 の 事項 の 審 議 に
は 力日 わ ら な い 。
（ 委 員 長 ）
第 1 1 条 運営委 員 会 に 委 員 長 を 置 き ， セ ン タ ー 長 を も っ
て 充 て る 。
2 委 員 長 は， 運 営 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。
3 委 員 長 に 事故 あ る と き は ， あ ら か じ め 委 員 長 が 指 名
す る 委 員 が， そ の 職務 を 代行す る 。
（ 運営 委 員 会 の議事）
第 12条 運 営委 員 会 は ， 構 成 員 の 半 数 以上 が 出 席 し な け
れ ば 開 会 で き な い 。 議 事 は ， 出 席者 の 過 半 数 を も っ て
決す る 。 た だ し， 可 否 同 数 の と き は， 議長 が こ れ を 決
す る 。
2 前 項 の 規定 に か か わ ら ず， 第 9 条第 3 号 の 事項 を 審
議 す る 会議 は， 構 成 員 の 3 分 の 2 以上 が 出 席 し な け れ
ば 開 会 で き な い 。 議事は， 出席者 の 3 分の 2 以上 を も っ
て 決 す る 。
（ 意 見 の 聴取）
第 13条 運 営委 員 会 が必要 と 認 め た と き は ， 委 員 以 外 の
者 の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
（ 専 門 委 員 会）
第 14条 運 営委 員 会 に ， 専 門 的事項 を 担 当 す る た め ， 必
要 に 応 じ て 専 門 委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。
2 専 門 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事項 は， 運 営委 員 会 の 議 を
経 て ， セ ン タ ー 長 が別 に 定 め る 。
（ 日 本語研修 コ ー ス ）
第 15条 セ ン タ ー に ， 予備教育 を 行 う た め ， 日 本 語 研 修
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コ ー ス を 置 く 。
2 日 本語研修 コ ー ス に 関 し 必要 な 事項 は， 別 に 定め る 。
（雑 則 ）
第 16条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か， セ ン タ ー の 運 営
に 関 レ＆＇.、要 な 事項 は ， 運営委 員 会 の 議 を 経て， セ ン タ ー
長 が定 め る 。
（ 庶 務 ）
幸E 第411号
第 17条 セ ン タ ー の 庶 務 は ， 学生部留学生課 に お い て 処
理す る 。
附 則
1 こ の 規 則 は， 平成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 富 山 大学留 学生指導相 談 室 規 則 （ 平 成 5 年 1 月 22 日
制定） は， 廃 止 す る 。
富山大学水素 同 位体科学研究セ ン タ 一規則の制定
富山大学水素同位体科学研究セ ン タ一規則の制定理由
富 山 大学 に 学 内 共 同 教育 研 究 施 設 と し て ， 富 山 大学水素 同位体科学研究 セ ン タ ー が設 置 さ れ る た め ， 所要事項 を
定 め る 。
富 山 大学 水 素 同 位 体 科 学研 究 セ ン タ ー 規 則 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平 成 1 1 年 3 月 31 日
富山大学水素同位体科学研究セ ン タ一規則
（ 趣 旨 ）
第 1 条 こ の 規 則 は， 富 山 大 学 学 則 第 9 条 第 2 項 の 規 定
に 基 づ き ， 富 山 大 学水 素 同 位体科学研 究 セ ン タ ー （ 以
下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） に 関 し ． 必 要 な 事 項 を 定 め
る 。
（ 目 的 ）
第 2 条 セ ン タ ー は ， 水 素 同 位体 の 機 能 に 係 わ る 基 礎 的
研 究及 び応 用 技術 の 開 発 を 行 う と と も に ， こ れ ら 関 連
分 野 の 研 究 開 発 を 行 う 学 内 外 の 教 員 そ の 他 こ れ に 準 ず
る 者 の 共 同 利 用 に 供 し ， 核融合炉工学， 材料工 学 及 び
水 素 エ ネ ル ギ ー 科学 に ま た が る 水 素 同位体科学研究 の
推 進 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。
（ 教 員 ）
第 3 条 セ ン タ ー に セ ン タ ー 長 を 置 く 。
2 セ ン タ ー 長 は， セ ン タ ー の 業務 を 掌理す る 。
第 4 条 セ ン タ ー に 教授， 助 教 授 そ の 他 の 職 員 を 置 く 。
2 セ ン タ ー 長 及 び教 員 の 選 考 に 必 要 な 事項 は ， 別 に 定
め る 。
（ 運 営 委 員 会 ）
第 5 条 セ ン タ ー に ． セ ン タ ー の 重 要 事 項 を 審 議 す る た
め， 水 素 同 位 体 科 学 研 究 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 （ 以 下
「運営委 員 会」 と い う 。 ） を 置 く 。
（ 運 営 委 員 会 の 審 議 事 項 ）
富 山 大学長 時 津 貢
第 6 条 運 営 委 員 会 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 事項 を 審 議 す
る 。
(1 )  管 理 運 営 の 基本方針 に 関 す る こ と 。
(2) セ ン タ ー 長 及 び教 員 の 人事 に 関 す る こ と 。
(3) そ の 他 セ ン タ ー に 関 す る 必 要 な 事項
（ 運 営委 員 会 の 組織）
第 7 条 運営委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 委 員 を も っ て
組織す る 。
( 1 )  セ ン タ ー 長
(2) セ ン タ ー の教授及 び助教授
(3) 理学部か ら 選 出 さ れ た 教授 3 人
(4) 工 学 部 か ら 選 出 さ れ た 教授 2 人
(5) 教 育 学 部 か ら 選 出 さ れ た 教授 1 人
(6) 地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー の 専任教員 l 人
2 前項 第 3 号 か ら 第 6 号 ま で の 委 員 は， 学 長 が委 嘱 す
る 。
3 第 l 項 第 3 号 か ら 第 6 号 ま で の 委 員 の 任期 は ， 2 年
と し ， 再任 を 妨 げ な い 。 た だ し ， 欠 員 が生 じ た 場 合 の
後任 の 委 員 の 任 期 は， 前任者 の 残任期 間 と す る 。
4 第 l 項 第 2 号 及 び 第 6 号 の 委 員 の う ち 教授 を 除 く 教
員 は ， 前 条 第 2 号 の 事項 の う ち 教 員 の 人事 に 関 す る 事
項 の 審 議 に は 加 わ ら な い 。
（ 委 員 長 ）
第 8 条 運営 委 員 会 に 委 員 長 を 置 き ， セ ン タ ー 長 を も っ
て 充 て る 。
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2 委 員 長 は 運 営 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。
3 委 員 長 に 事故 あ る と き は ， あ ら か じ め 委 員 長 が 指 名
す る 委 員 が， そ の 職務 を 代行 す る 。
（ 運 営委 員 会 の 議 事 ）
第 9 条 運 営委 員 会 は ， 構 成 員 の 半数 以 上 が 出 席 し な け
れ ば 開 会 で き な い 。 議 事 は ， 出 席 者 の 過半 数 を も っ て
決 す る 。 だ た し ， 可 否 同 数 の と き は ， 議長 が こ れ を 決
す る 。
2 前 項 の 規定 に か か わ ら ず， 第 6 条 第 2 号 の 事項 を 審
議 す る 会議 は ， 構 成 員 の 3 分 の 2 以 上 が 出 席 し な け れ
ば 開 会 で き な い 。 議事は， 出 席 者 の 3 分の 2 以上 を も っ
て 決 す る 。
（ 意 見 の 聴 取 ）
第 10条 運営委 員 会 が必 要 と 認 め た と き は， 委 員 以外 の
報 第41 1号
者 の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
（ 専 門 委 員 会 ）
第 1 1 条 運 営委 員 会 に ， 専 門 的事項 を 担 当 す る た め ， 必
要 に 応 じ て 専 門 委 員 会 を 置 く 。
2 専 門 委 員 会 に 関 し ． 必 要 な 事 項 は ， 運 営 委 員 会 の 議
を 経 て ． セ ン タ ー 長 が別 に 定 め る 。
（ 庶 務 ）
第 12条 セ ン タ ー の 庶務 は， 庶務部庶務課 に お い て 処 理
す る 。
附 則
1 こ の 規則 は， 平 成 1 1年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 富 山 大学水素 同 位体機能研 究 セ ン タ 一 規 則 （ 平 成 2
年 6 月 8 日 制定） は ， 廃止す る 。
富山大学国際交流委員会規則の一部改正
富山大学国際交流委員会規則の改正理由
富 山 大 学 に 学 内 共 同 教育研究施設 と し て 富 山大学留 学 生 セ ン タ ー が設置 さ れ る こ と に伴 い ， 組織 の 見直 し を 図
札 所要 事項 を 改 め る 。
2 字句 の 整備 を 行 う 。
富 山 大学 国 際 交 流委 員 会規 則 を 次 の と お り 改 正 す る 。
平 成 1 1 年 3 月 3 1 日
富山大学国際交流委員会規則の一部を改正する規
則
富 山 大 学 国 際交流委 員 会規 則 （ 昭 和59年 2 月 17 日 制
定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 3 条 第 1 項 第 3 号 中 「教官」 を 「教 員 」 に 改 め， 同
富 山 大学長 時 津 貢
項 中 第 6 号 を 第 7 号 と し ， 問 項 第 5 号 の 次 に 次 の l 号 を
加 え る 。
(6) 留 学生 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長及 び副 セ ン タ ー 長
附 則
こ の 規則 は ， 平成 1 1年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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� ミ） l!l 
第 1 1 3回権内交通対策委員会 （ 3 月 2 日 ）
（ 審 議 事項）
(1) 入 構 許 可 書 の 発 行 に つ い て
(2) 自 己 点検評価 に よ る 付託事項 に つ い て
の） 富 山 大学 五福 地 区 交通安全会 に つ い て
(4) そ の 他
第 2 四年史編纂委員会 （ 3 月 3 日 ）
（審議事項）
(1 )  「 回 想 録」 の 扱 い に つ い て
(2) 「50周 年記念式典 ・ 祝賀 会 挙行 に 関 す る 掲 載」 の
扱 い に つ い て
第 4 回大学改革推進委員会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 審 諸 事項）
(1 )  各専 門 委 員 会 に お け る 検討 内 容 に つ い て
(2) そ の 他
第 5 回 自 己点検評価委員会 （ 3 月 12 日 持 回 り ）
（審議事項）
(1 )  各専 門 委 員 会 に お け る 検討 内 容 に つ い て
第 5 回国際交流委員会 （ 3 月 15 日 ）
（ 審 議 事項）
(1) 平 成 1 1年 度 富 山 大 学 国 際交流事業基金各種事 業 の
選 考 に つ い て
(2) 富 山 大学 国 際交 流 委 員 会規 則 及 び富 山 大学 国 際 交
流 委 員 会 留 学 生 部 会 内 規 の 一部 改 正 に つ い て
(3) マ レ イ シ ア 工科 大 学 と の 学術 交 流協 定 の 継続 に つ
い て
(4) 蘭 州 大 学 及 び 大 連 理工大学 と の 学術交流協 定 に つ
い て
(5) そ の 他
第 2 回低温液化室運営委員会 （ 3 月 16 日 ）
（ 審 議 事項）
(1 ) 低温液化室 長 の 選 出 に つ い て
(2) 平 成 12年 度 歳 出 概 算 要 求 に つ い て
(3) 平 成 12年 度 国 立学 校 施 設 整備概算要 求 に つ い て
は） 低温液化 室 の 一 部 貸与 に つ い て
(5) そ の 他
第 5 回附属図書館商議会 （ 3 月 16 日 ）
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（ 審 議事項）
(1) 平 成 12年 度 歳 出 概 算要 求 に つ い て
(2) 平 成 1 1 年度 の 附属 図書 館 開 館 日 程 に つ い て
第 1 1 回事務協議会 （ 3 月 16 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸課題 に つ い て
(2) そ の 他
第 8 回数務委員会 （ 3 月 16 日 ）
（ 審 議事項）
(1) 多 様 な 学生像 に対応 し た 教 育 シ ス テ ム の 確立 に つ
い て
第 5 回総合情報処理セ ン タ ー運営委員会 （ 3 月 18 日 ）
（審議事項）
(1 )  富 山 大学総合情報処理セ ン タ ー が運用 管 理 す る 端
末装置 を 有 す る 各部局 サ テ ラ イ ト 端末室利用 内規 （案）
に つ い て
(2) 富 山 大学総合情報処 理 セ ン タ 一 利 用 負 担金 に 関 す
る 要項 （ 案 ） に つ い て
(3) 概算要 求 に つ い て
(4) そ の 他
第13回部局長懇談会 （ 3 月 19 日 ）
（ 譜 題 ）
(1 )  廃液等 に よ る 環境汚染防 止対策 に つ い て
(2) 新任教 員 説 明 会 に つ い て
(3) そ の イ也
第 2 回大学院委員会 （ 3 月 19 日 ）
（ 審 譜車項）
(1 )  富 山 大学大学 院教育学研究科規 則 の 一部改正 に つ
い て
(2) 富 山 大学大学院経済学研究科規則 の 一部 改 正 に つ
い て
(3) そ の 他
第15回評議会 （ 3 月 19 日 ）
（審議事項）
(1 )  富 山 大学学則 の 一部 改正 に つ い て
(2) 富 山 大学 国 際 交 流委 員 会 規 則 の 一 部 改 正 に つ い て
(3) 富 山 大学理学部規則 の 一部改正 に つ い て
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(4) 富 山 大 学 大 学 院 教育 学 研 究 科 規 則 の 一 部 改 正 に つ
い て
(5) 富 山 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 規 則 の 一 部 改 正 に つ
い て
(6) 富 山 大学 留 学生 セ ン タ ー 規則 の 制定 に つ い て
(7) 富 山 大学 留 学生 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長及 び教 員 選
考 規 則 の 制 定 に つ い て
(8) 富 山 大学 水 素 同 位体科学研 究 セ ン タ 一 規 則 の 制 定
に つ い て
つ い て
。。 そ の 他
第1 14回構内交通対策委員会 （ 3 月 23 日 ）
（ 譜 題 ）
( 1 )  自 己点検評価 に よ る 付 託事項 に つ い て
(2) 富 山 大学五福 地 区 交通安全会 に つ い て
(3) そ の 他
(9) 富 山 大 学 水 素 同 位体科学研 究 セ ン タ ー の セ ン タ ー
長 及 び教 員 選 考 規 則 の 制定 に つ い て
第 7 固環 日本海地域研究セ ン ター運営委員会 （ 3 月 23 日 ）
（協議事項）
側 富 山 大学 留 学生 セ ン タ ー 及 び富 山 大学水素 同 位 体
科 学研 究 セ ン タ ー の 設置 に伴 う 関 係 規則 等 の 整理 に
関 す る 規則 に つ い て
仙 学生 の 除籍 に つ い て
U2l 廃液等 に よ る 環境 汚染 防止 対 策 に つ い て
仰 富 山 大学 の 理念 に つ い て
(1)  概算要 求 に つ い て
(2) そ の 他
第 1 6回評議会 （ 臨 時 ） ( 3 月 29 日 ）
（審議事項）
( 1 )  学 長 補 佐 の 選 考 に つ い て
ω 学生部長候補者 の 選考 に つ い て (2) 学校教育法等 の 一部 を 改正 す る 法律案 に つ い て
間 マ レ イ シ ア 工科 大 学 と の 大学 問 交流協定 の 締結 に
��［！）� 
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 d甘T・
活字 職 1 1. 3. 6 島崎長一郎 教 授 工学部 （物質生命 シ ス テ ム工学科応用化学） 辞 職
1 1 .  3 .  3 1  佐藤 朋 之 助教授 人文学部 （ 言語文化学科ヨ ー ロ ッ パ言語文化） � 
� 渡遁 知行 助教授 経済学部 （経営法学科民事法） 。
� 吉 田 竜司 講 師 。 （ 経済学科比較経済論） 。
ゐ 島 田 邦雄 助 手 工学部 （機械知能 シ ス テ ム 工学科 4シエ ネ ル ギー ・ 環境工学）
， 水上 義行 教頭 （ 副校長） 教育学部 （ 附属小学校） 。
。 田 中 一昭 教 諭 � 。 � 
，， 陽 堅友 教 諭 � （ 附属 中学校） 今
� 嶋崎未和子 養護教諭 � 今 今
，， 酒井 義 久 教 頭（ 副校長） dシ （ 附属養護学校） 。
。 中 野 浩美 教 諭 φ � ，， 
� 島 田 公子 養護教諭 今 今 今
’シ 吉川真利子 教 諭 。 （ 附属幼稚園） � 
併 任 1 1 . 3. 3 1  塚野 州一 教 授 教育学部 教育学部長 （～13. 3. 30) 
� 宮 崎 州弘 教 授 教育学部 評議員 （～11 . 5. 3 1 )  
併任解除 1 1  3. 3 1  塚野 州 一 評議員 教育学部 併任解除
- 33 -
平成1 1 年 4 月 発行
異動 区分 発令年 月 日 氏 名
辞 職 1 1 . 3. 3 1  三 井 進
退 職 1 1 .  3 .  3 1  秋元 園男
,,, 佐 伯 光 雄
採 用 1 1. 4. 1 日 俣詠里子
,,, 谷川 通
ゐ 大川 純
昇 任 1 1 .  4. 杉本 周 平
ゐ 滋野 康雄
,,, 伊野不二夫
。 村 田 美憲
今 畠 山 美苗
,,, 近藤 達也
ゐ 田 中 正博
今 田 村 修一
今 寺脇 誠一
ゐ 岩城 稔
，砂 倉 田 実
今 生 田 孝行
今 細 田 和 義
イシ 山 本 微
4シ 寺 田 明弘
。 友坂 敏信





,,, 柴 田 利 治
イシ 林 茂美
ゐ 上木 祐 一
，》 中 島 潤子










附属 図書館情報サ ー ピ ス 課
情報サ ー ピ ス 係長
庶務部人事課任用係長
工学部学務係学務主任
附属 図書館情報サ ー ピ ス 課



















書教 図 課専門職員 （企画担 当 ）
































庶務部庶務課専 門 員 （ 大学改革担当）




















庶務部人事課専 門 員 （研修 ・ 服務担 当 ）
庶務部人事課専門職員 （福祉担 当 ）
庶務部人事課専 門職員 （安全管理担当 ）








人文学部 ・ 理学部用度係用 度第三主任
教育学部会計係経理主任
平成1 1年 4 月 発行
異動区分 発令年 月 日 氏 名
転 任 1 1. 4. 山 国 勇一
イシ 武田 正夫
今 山 上 康彦
� 藤井 秀春







q 穴 固 さ お り
今 竹内 由利





q 山 田 裕子
q 襖井 幸子
// 桶 田 哲郎
今 畑 篤
今 奥 田 都

















































学生課専 門 員 （留学生担 当 ）
教育学部附属学校第一係長
庶務部企画室専門職員
経理部主計課専門職員 （ 予算分析担当 ）
第41 1 号























附属 図書館情報サ ー ピ ス 課







国立立 山 少年 自 然 の 家庶務課庶務係









留学生課専 門 員 （留学生担 当 ）
庶務部企画室専門職員
経理部主計課専門職員 （予算分析担 当 ）
経理部経理課専門職員 （契約担 当 ）
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異動区分 発令年 月 日 氏 名







今 川 上 重信
。 黒田 芳雄
� 大崎 ・ 秀雄
� 脇坂 勝人
� 吉 田 恵吉
イシ 安西 修三
4シ 山 田 洋一
� 石塚 久博





今 藤 田 一吉
� 飯野 る み子
今 長崎 宏美
。 絹石 達也
φ 畠 山 節子











異 動 前 の 所 属 官 職
経済学部学生係長










附属 図書館情報サ ー ピ ス 謀参考調査係長





































附属 図書館情報サ ー ピ ス 謀学術情報係長
附属 図書館情報サ ー ビ ス
報
謀
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異動区分 発令年 月 日 氏 名
配 置 換 1 1  4. 丸本理恵子
ク 竹 島勢都子
。 串 田 純恵
イシ 松島 珠喜
// 生 田 智子
。 増 山 照夫
。 原 正憲
退 職 1 1. 4. 平野砂都美
育児休業 1 1. 4. 岡元祐里子




今 奥 田 都
イシ 大 山 達雄
，， 友坂 敏信
今 畑 篤
ゐ 増 山 照夫





。 中 川 孝雄
イシ 高 田 修





。 福 村 一 男





















総合情報処理セ ン タ ー 技術専門職員
教育学部技術職員
事務補佐員
附属図書館情報サ ー ピ ス 謀）
事務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部）
事務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部）
事務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部）
臨時用務員 （教育学部炊婦）












水素 同位体科学研究 セ ン タ ー 技術職員




担当 を 命 ず る
研究 ・ 規担当 を 免ず る
研修企画担当 を 免 ず る
主任専 門職員 を 免 ず る
技術部技術長 を 命 ず る



























技術部第三技術班第二技術主任 を 命ず る
技術官 と す る




技術 第一技術班員 を 命 ず る
事務補佐員 （ 工学部）
事務補佐員
附属 図書館情報サ ー ピ ス 課）
事務補佐員
附属図書館情報サ ー ビ ス 謀）
事務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部）
事務補佐員 （教育学部）
臨時用務員 （教育学部作業員 ）
臨時用務員 （ 工学部作業員 ）
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 n廿－ 
退 職 1 1. 4. 片 山 良一 臨時用務員 （工学部作業 員 ） 平成1 1 年 3 月 3 1 日 限 り 退職
採 用 1 1. 4. 黒 田 廉 助教授 人文学部 （ 百 語文化学科ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
4シ 小林 功 講 師 今 （ 人文学科歴史文化）
和 田 と も 美 講 師 イシ （ 言語文化東
学科今 日 本 洋言語文化〉
今 藤原 孝章 助教授 教育学部 （社会科教育）
"' 堀 井 啓幸 助教授 。 （ 学校教育）
"' 杉本 豊一 教頭 （ 副校長） ク （ 附属小学校）
ゐ 松永 和 久 教 諭 今 。
今 河原 弘幸 教 諭 今 （ 附属 中 学校）
今 島 田 み ど り 養護教諭 4シ 。
。 永瀬 行幸 教 諭 ゐ （ 附属養護学校）
。 平野 隆志 教 諭 。 ゐ
"' 金 山 薫 教 諭 ゐ 今
’b 松原 祐子 養護教諭 ，〉 今
今 開 仁志 教 諭 ゐ （ 附属幼稚園〉
，砂 今村 弘子 助教授 経済学部 （経済学科比較経済論）
ゐ 古川 勝 助教授 "' （経営学科管理科学）
ゐ 横山 一憲 助教授 "' イシ
，， 近藤 康之 講 師 今 （経済学科政策科学）
石 田 農得 講 師 ’， （経営法学科。 企業関係法）
。 高 山 積太郎 助 手 経済学部 （ 経済学科比較経済論）
ゐ 木村 厳 助 手 理 学 部 （ 数学科数理解析）
"' 成 田 欣弥 助 手 ク （ 生物学科生体制御学）
チホデ回エ7 セルゲイ 教 授 工 学 部 （電気電子シ ス テ ム工学科
ゐ 電子物性デバ イ ス 工学）
グリ ゴリエヴィ チ 任 期 平成12年 3 月 31 日 ま で
4シ 喜久田寿郎 助 手 。 （電気電子シ ス テ ム工学科電子物性デバ イ ス 工学）
清水 理能 助 手 今 （機械知能 シ ス テ ムク 工学科設計生産工学）
昇 任 1 1. 4. 大野 圭介 講 師 人文学部 （ 言語文化学科 助教授 人文学部 （ 言語文化学i羊
科
日 本東洋言語文化） 日 本東 言語文化）
岸 田 文隆 講 師 ’b （ 言語文化東
学科 助教授 大阪外国語大学 外国語学部ク 日 本 洋言語文化）
イシ 若林 丈靖 講 師 経済学部 （経済学科理論経済学） 助教授 経済学部 （経済学科理論経済学）
。 向 井知香子 講 師 "' （経営学科応用経営） 助教授 今 （経営学科応用経営）
ゐ 小野 理恵、 講 師 ク （経営学科管理科学） 助教授 "' （経営学科管理科学）
"' 大西 吉之 助 手 大阪大学 文学部 講 師 今 （経済学科比較経済論）
藤 浩 明 助 手 東京大学 海洋研究所 助教授 4診 （ 地球科学科。 地球 ダ イ ナ ミ ク ス ）
QU 
平成1 1 年 4 月 発行
異動区分 発令年月 日 氏 名
昇 任 1 1  4. 1 宮崎 隆文
ク 磯部 正治
。 加藤扶久美




配 置 換 1 1 .  4. 1 渡遁 園昭
.,,. 松山 政夫
。 蓮田 7t 
.,,. 波多野政治
ゐ 田 中 る み
。 浅 田 美和
臨時的任用 1 1. 4 1 中 川 光栄





’b 常川 省 三
今 金坂 績
今 鳴橋 直弘
.,,. 竹 内 章
。 清 棲 保 弘
今 村 井 忠 邦
4シ 河崎善司郎
.,,. 大 住 剛
，， 本升本.. 克 徳
.,,. 龍 山 智 築
ゐ 大 住 関I]
今 黒 田 重 靖
.,,. 畠 山 豊 正
併任解除 1 1. 4. 広 岡 公 夫
退 職 1 1  4 中 山 開l
品比一F 報
異 動 前 の 所 属 宮 職
助 手 理 学 部 （ 化学科反応物性化学）
助教授 工 学 部 （物 質生命主寸主ー
． シ ス テ ム
工 科生命工学）
助教授 教育学部 （ 国語教育）
助教授 人文学部 （ 人文学科歴史文化）
教 授 経済学部 （経済学科比較経済論）
助教授 岡 山大学 文学部
助教授 理 学 部 （ 地球科学科
地球 ダ イ ナ ミ ク ス ）





講 師 教育学部 （ 国語教育）
教 授 理 学 部
教 授 水素同位体科学研究 セ ン タ ー
教 授 工 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 理 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
教 授 工 学 部
評議員 理 学 部
教 授 工 学 部 （ 知能情報工学科
メ デ ィ ア 情報工学）
第41 1号
異 動 内 n廿＂・
助教授 愛媛大学 工学部
教 授 工 学 部 （ 物質生命 シ ス テ ム
工学科生命工学）
教 授 留学生セ ン タ ー
助教授 金沢大学 文学部
教 授 岡 山大学 文学部
助教授 経済学部 （経済学科比較経済論）
助教授 東京大学 地震研究所
教 授 水素 同位体科学研究 セ ン タ ー




講 師 留学生セ ン タ ー
教 諭 教育学部 （ 附属幼稚 園）
～11.  5. 7)  
理学部長 （～13. 3. 3 1 )  
水素同位体科学研究セ ン タ ー 長
（～13. 3. 3 1 )  
留学生セ ン タ ー 長 （～13. 3. 3 1 )  
評議員 （～1 1. 5. 1 )  
理 学 部 数学科長 （～12. 3. 3 1 )  
。 物理学科長 （ 今
砂 化学科長 （ .,,. 
今 生物学科長 （ 今
イシ 地球科学科長 （ ク
イ〉 生物 圏環境科学科長 （ 。
工 学 部 電気電子 シ ス テ ム 工学科長
～12. 3. 3 1 )  
イシ 知能情報工学科長 （ 。
。 機械知能 シ ス テ ム 工学科長
今 物質生命 シ ス テ ム 工学科長
今 電子情報工学科長
4シ
今 機械 シ ス テ ム 工学科長
。




平成1 1 年 3 月 31 日 限 り 停年退職
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平成1 1 年度
所 属 ・ 職 ・ 氏 名
学 位 の 種 類
取 得 年 月
A主，，7' 幸E
~ ミ』
学 位 取 得 者
工 学部 助 手 塚 田 章
博 士 （工学） （ 大 阪大学）
平 成 1 1 年 2 月 25 日
第41 1号
学位論文名 ヒ ト 視 覚系 に お け る 明 る さ 知 覚情報処理機構 の 数理 モ デ ル に よ る 研 究
論 文 の 要 旨 ヒ ト 視覚系 に お け る 明 る さ 知 覚 に 関 す る 減少 を 数 多 く 記 述 で き る 機構 を 仮
定 す る こ と を 主題 と し て 数 理 モ デ ル を 提案 し た 。 本 モ デ ル を 用 い て 1 次 元 的
錯 視， 主 観 的 図 形， 仮現運動， 時 空 間 周 波 数特性， 光変換機能， 順 応 な ど に
対 す る シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 行 い そ れ ら の 発 生機序 を 説 明 し た 。 ま た ， 本 モ デ
ル を ヒ ド ラ を 用 い た バ イ オ ア ッ セ イ 法 の 自 動化 に 応用 し ， 画 像 処 理工学 に お
け る 従来 法 に 比べ 良好 な 結 果 を 得 た 。 こ の 応用 を 通 し て ， ヒ ト 視 覚系 に 錯 視
現象 を 生 じ る 機構 が な ぜ必要 な の か に つ い て 考 察 し た 。
富山大学 入学者選抜 個 別学 力 検査 （ 後 期 日 程 ） を 実 施
平 成 1 1 年 度 入 学 者 選 抜 個 別 学力 検 査 （ 後 期 日 程 ） が 去
る 3 月 12 日 後） に 実 施 さ れ ま し た 。
検 査 当 日 は ， 人文学部， 教育 学 部， 経済学部， 理 学 部
及 び工 学 部 の 各 検 査場 に お い て， 学 力 検 査 ， 実 技 検 査 ，
小 論 文 及 び 面 接 が 行 わ れ， 3 月 21 日 （日） 午 前 10時 に 合 格 者
が発 表 さ れ ま し た 。
な お ， 後期 日 程 の 志願 者 数， 受験者数， 合格者 数 は 次
表 の と お り で す 。
企 検査終了 後， ほ っ と して帰路へ （ 経 済学部検査場前）
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平成1 1 年度 富 山大学入学者選抜個 別 学 力 検査 （ 後期 日 程） 実施状況
学科 ・ 謀程 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 備 考
人 人 人 人
人 文 民寸4・ 科 15 120 48 16 
国 際 文 化 寸旦ゐー 科 12 93 34 14 
言 苦ロ五ロ 文 化 主寸主一． 科 20 196 60 28 
言十 47 409 142 58 
員 学
泣寸Aー 校 教 育 系 9 85 41  9 
養校 障 害 児 教 育 系 3 25 15 3 
成教 言 語 ・ 社 会 系 9 55 33 9 
課育 自 然 ・ 生 活 系 8 53 29 8 
程教 芸 術 ・ 体 育 系 7 83 50 7 
育総 情 報 教 育 コ ー ス 4 50 20 4 
課合 環 境 教 育 コ ー ス 3 25 1 0  3 
程教 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 3 37 27 3 
言十 46 413 225 46 
畳 経 済 学 科 31 269 1 12 41  
問 経 営 注寸ιー 科 24 136 40 32 コ 主
経 営 法 詳寸Zー． 科 20 229 97 27 
ス 計 75 634 249 100 
夜 経 済
寸主主A� 科 4 19 13  10 
間
コ 主
経 営 寸ふとdー. 科 5 28 1 3  7 
経 戸邑時 法 旦寸zー． 科 5 29 14  1 1  
ス 言十 14 76 40 28 
計 89 710  289 128 
数 戸寸＇： 科 6 40 40 6 
物 理 学 科 6 29 1 3  8 
イヒ �雪Aー 科 7 82 40 8 
生 物 寸且ιー 科 5 76 40 6 
地 球 科 寸泣Zー． 科 9 77 77 1 1  
生 物 圏 環 境 科 学 科 5 62 29 7 
計 38 366 239 46 
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 18 165 165 28 
知 能 情 報 工 学 科 16 201  201  24 
機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科 18 141 141 26 
物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科 3 1  127 50 39 
計 83 634 557 1 17 
後 期 日 程 合 計 303 2 , 532 1 , 452 395 
前 期 日 程 合 計 884 3 ,393 3 ,209 1 , 054 
一 般 選 抜 合 計 1 ,  187 5 ,925 4,661 1 ,449 
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留学生セ ン タ ー長 に 塩津和章工学部教授 を 選 出
平 成 1 1 年 4 月 1 日 付 け で 本 学 に
留 学 生 セ ン タ ー が省令施 設 と し て
設 置 さ れ る こ と に 伴 い ， 塩 津 和 章
工 学 部 教授 が 初代留 学生 セ ン タ ー
長 に 選 出 さ れ ま し た 。
塩 津 教授 は ． 昭和48年 3 月 立 命
館 大学 大学 院 理工学研 究科博 士 課
程 を 単 位 修 得 退 学， 同 年 1 1 月 に 同
大学 か ら 工 学博士 の 学位 を 授 与 さ れ ま し た 。
昭 和48年 4 月 富 山 大学 工 学 部助 手 に 採用 さ れ， 同 49年
l 月 間 助 教授， 同 63年 4 月 同教授 に 昇任 さ れ， 現在 に 至 っ
て い ま す 。
セ ン タ ー 長 の 任 期 は 平 成 1 1年 4 月 1 日 か ら 2 年 問 。
専 門 は， 強 度 設 計 工 学 。
（ 就 任 の 抱 負 ）
留 学 生 セ ン タ ー 設置 準 備 委 員 会 の ご 努力 の お 陰 で 無 事
に セ ン タ ー が ス タ ー ト で き る こ と に な り ， は か ら ず も ご
推挙 に よ り 初 代 セ ン タ ー 長 を 拝 命 す る こ と と な り ま し た。
2 1 世紀 に お け る 大 学 は ， 学生 の 多 国籍化， 多 様 化 が 進
み， 真 に 世 界 ・ 地域 に 開 か れ た 大学， 大 学 の 国 際 化 が 要
求 さ れ る こ と は 必定 で あ り ま す 。 ま た ， 富 山 大学 の 基 本
理 念 － 5 つ の 柱 ー の 一 つ の 「地域社会 や 国 際 社 会 へ の 貢
献」 が詠 わ れ て お り ま す 。 こ れ ら に 対応 し た 富 山 大 学 の
改 革 ・ 推 進 の 一 つ の 拠 点、 と し て ， ま た 知 的 国 際 貢 献 の 場
と し て 「富 山 大学 留 学 生 セ ン タ ー 」 を 位置付 け た い と 考
え て お り ま す o 外 国 人 留 学生受 け 入 れ体 制 の 整備 ・ 充実，
日 本人学生 の 海外留 学 に 対 す る 教 育指導 と 留 学機 会 の 拡
大 ・ 整備， 地域社会 に お け る 知 的 国 際交流 の 推 進 を 通 じ
て ， 国 際 社 会 で 活 躍 す る 有為 な 人材 の 育 成 に 努 力 し た い
と 存 じ ま す 。
本セ ン タ ー の 教 員 並 び に 設 置 さ れ る 留 学生課 の 職 員 の
皆様 と 協 力 し て， 目 的 の 達成 に 努 力 し ， 職務 を 全 う す る
所存 で あ り ま す 。 全学教職 員 の 皆様 に は 本 セ ン タ ー の 活
動 を ご理解 い た だ き ， ご 協 力 と ご支援 を 賜 り ま す よ う よ
ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
水素同位体科学研究セ ン タ ー 長 に 渡辺園昭教授 を選出
平 成 1 1 年 4 月 1 日 付 け で 新 た に
設 置 さ れ る 水素 同位体科学研究 セ
ン タ ー 長 に 渡辺 図 昭 水 素 同位体機
能 研 究 セ ン タ ー 教授 が 選 出 さ れ ま
し た 。
渡辺教授 は 昭和43年 3 月 に 北 海
道 大 学工学研 究科修士課程 を 修 了
後， 同 4 月 に 北 海道大学工学 部 助
手 に 採用 さ れ， 講 師， 助教授 を 歴 任 後， 昭和55 年 5 月 に
富 山 大学 ト リ チ ウ ム 科 学 セ ン タ ー 教授 に 就任 さ れ， 現 在
に 至 っ て い ま す 。
こ の 間， 平 成 9 年 6 月 か ら 平 成 1 1 年 3 月 ま で 水 素 同 位
体機 能 研 究 セ ン タ ー 長 を 併 任 さ れ て い ま す 。
セ ン タ ー 長 の 任 期 は ， 平 成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 2 年 間 。
専 門 は ， 水 素 同 位体 科 学， 真 空 理工学， 材料科学。
（ 就任挨拶）
「水素 同位体科学研 究 セ ン タ ー 」 は ， 平成 2 年 度 に 設
置 さ れ た 水 素 同位体機能研 究 セ ン タ ー の 発 展 的 改 組 に 伴
い， 本年 4 月 1 日 に 発 足 す る 学 内 共 同教育研究施設です。
周 知 の ご と く エ ネ ル ギ ー を は じ め， そ の 他 の 公害 か ら
地球環境 を 保 全す る こ と が世界 的 な 重 要課題 に な っ て お
り ， 各 国 に お い て 精 力 的 な 研 究 が 展 開 さ れ て い ま す 。 こ
の 様 な 状 況 の 中 で， 本 セ ン タ ー は21世紀 を 担 う エ ネ ル ギ ー
源 と し て 注 目 さ れ て い る 核 融合炉 及 び水素 エ ネ ル ギ ー シ
ス テ ム の 構 築 に 向 け て ， そ の 燃料 で あ る 三 重 水 素 （ ト リ
チ ウ ム ） ， 重水 素 及 び軽 水 素 の 活 用 に 関 わ る 基礎 及 び 応
用 技術 の 研 究 開 発 に 貢 献す る こ と を 目 指 し て い ま す 。
こ の 種 の 研 究 ・ 開発 を 標携 す る セ ン タ ー は 我 が 国 唯 一
で あ り ， 学 内 は も と よ り 学外 共 同 利 用 並 び に 国 際協 力 に
対 し て も し か る べ き 役 割 を 担 う こ と が期待 さ れ て い ま す。
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当 セ ン タ ー は こ れ ま で に 培 わ れ て き た 学 内 の 研 究 ネ ッ
ト ワ ー ク を 更 に 充 実 ・ 発 展 さ せ， 本学 に お け る 「 特 徴 あ
る 大学」 作 り の 一 翼 を 担 う べ く ， 教職 員 一 同 一 層 の 努 力
幸自 第41 1号
と 研鎌 を す る 所存 で す の で， 従来 に も ま し て 関係各 位 の
ご 支援 と ご協力 を お 願 い す る 次 第 で す 。
環 日 本海地域研究セ ン タ ー 長 に 丹羽 昇経済学部教授 を選 出
中 藤 前環 日 本 海 地 域 セ ン タ ー 長
が 平 成 1 1 年 4 月 l 日 付 け で 岡 山 大
学教授 に 転 出 さ れ る こ と に 伴 い ，
丹 羽 界経 済学部教授が次期 セ ン
タ ー 長 に 選 出 さ れ ま し た 。
丹 羽教授 は ， 昭和50年 3 月 一 橋
大 学 大 学 院 商学研究科博 士課程 を
単位取得退 学後， 同50年 4 月 富 山
大学経済学部助 手 に 採用 さ れ， 同 51年 4 月 間 講 師， 同 54
年 3 月 同 助 教授， 同 63年 1 1 月 同 教授 に 昇 任 さ れ， 現在 に
至 っ て い ま す 。
こ の 間 ， 平 成 8 年 9 月 か ら 2 年 間 経 済 学部長 を ， 同 1 0
年 9 月 か ら 評 議 員 を 併任 さ れ て い ま す 。
セ ン タ ー 長 の 任期 は ， 平 成 1 1 年 4 月 1 日 か ら 2 年 間 。
専 門 は ， 金 融 論 。
（ 就任 の 抱 負 ）
中 藤 前 セ ン タ ー 長 の 転 出 に 伴 い ， 急漣 4 月 1 日 付 け で
環 日 本海地域研究 セ ン タ ー 長 を 拝命 す る こ と に な り ま し
fこ 。
環 日 本海地域研 究 セ ン タ ー は， 自 然科学 ・ 社 会科 学 の
多 方面 の 分野 に わ た っ て こ の 地 域 の 研 究 を 推 進 し ， 富 山
大 学 を 環 日 本海地域 の 学術研究 の 拠 点 と す る べ く ， 平 成
9 年 10月 に 学 内 共 同教育研究施設 と し て 設置 さ れ た も の
で あ り ま す 。
昨年度 は 発足 l 年 後 と い う こ と も あ り ， 十 分 な ご 理 解
を 得 ら れ な か っ た 点 も 多 々 あ っ た と 思 い ま す 。 本年 度 は
組織や事業 を 全面 的 に 見 直 し ， 全学 的 な ご 支 援 が得 ら れ
ま す よ う 努力 す る 所存 で あ り ま す の で， 皆様 の ご支 援 の
ほ ど よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
大学改革 に 関 す る 図 書館講演会 を 開 催
附属 図 書 館 は ， 3 月 1 日 （丹） 図 書館情報大学事務 局 長 の
森 茜氏 を 招 き ， 講 演 会 「大 学 改 革 と 2 1 世 紀 の 図 書 館 J
を 開 催 し ま し た 。
企 講 演 中 の 森事 務 局 長
昨 秋 の 大学審議会答 申 に 示 さ れ た 大 学 改 革 の 方 策 を 受
け て， 全 学 的 な 組織運営体制 上 の 図 書館 の 関 わ り 方 や 教
育研 究 シ ス テ ム の 柔構造化 に 対 す る 図 書 館 の あ り 方 を 検
討 す る 際 に 役立 て る こ と を 目 的 に 開催 し た も の で す 。
講演会 に は， 小谷館長， 水上事務 局 長， 大 学 改 革 を 推
進 す る 担 当 職 員 な ど の ほ か， 県 内 の 国公私立 の 大学 図 書
館 職 員 ら 多 数 が参加 し ， 森事務 局 長 の 豊 富 な 体験談 に 最
新 の 情報 を 織 り 込 ん だ 講演 を 熱 心 に 聴講 し ま し た。 特 に，
メ デ ィ ア ミ ッ ク ス 型情報化社会 に 対 応 す る も の と し て 既
に 試 み ら れ て い る 筑 波大学， 図 書館情報大学， 山 口 大 学
な ど の 先進大学 の 事例 紹 介 が あ り ， 大学改革 を 推 進 す る
う え で 絶 好 の 動機付 け と な り ま し た 。
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退 職 者 を 囲 む 懇 談 会 を 開 催
一一 教官 2 名 事務 官 3 名 を ね ぎ ら う
平 成 1 0年度 に 定年 （ 停 年 ） 及 び勧 奨 に よ り 退 職 さ れ る
方 々 を 囲 む 懇 談 会 が． 去 る 3 月 15 日 （月） 1 1 時50分 か ら 学 長
室 に お い て 開 催 さ れ ま し た 。
懇 談 会 で は ， 時 津 学長 か ら 退 職 者 か ら 一 人 一 人 に 記 念
品 が贈 呈 さ れ た 後， 永年 に わ た っ て 本学 に つ く さ れ た こ
と に つ い て ね ぎ ら い の 挨 拶 が あ り ま し た 。
こ れ に 対 し て ， 退 職者 を 代 表 し て 附 属 図 書館情報 管 理
課専 門 員 秋 元 国 男 さ ん か ら 謝辞 が あ り ま し た 。 記 念 撮 影
に 引 き 続 き 懇親 会 が催 さ れ， 終 始 な ご や か な 雰 囲 気 の 中
で 古 き 良 き 想 い 出 に 話 が弾 み ま し た 。
な お ， 退職 さ れ る 方 々 は 次 の と お り で す 。
庶 務 部 文 部 事 務 官 佐 伯 光 雄
経 済 学 部 文 部 事 務 官 三 井 進
工 学 部 文 部 教 官 島 崎 長一郎
工 学 部
附属 図 書 館
文 部 教 官
文部事務官
中 山 剛
秋 元 国 男
企 時 i峯学長 を 囲 み 記念撮影
大 学 改 革 に つ い の で 講 演 会 を 開 催
企 講演 す る 鬼 島 局 長
事務 局 で は ， 3 月 23 日 （火） 岐阜大学事務局 長 の 鬼 島 康 宏
氏 を 招 き ， 講演会 「大学 改 革 と 事務職 員 の 役割」 を 開 催
し ま し た 。
大 き く 日 本 の 社 会 が変化 し， あ ら ゆ る も の の 変 革 が 進
行 し て い る 中 で， 大 学 改 革 の 方 向 や 内 容特 に 事務職 員 の
役割 を 認 識 し ， 意 識 改 革 を 図 る こ と を 目 的 と し て 開 催 さ
れ た も の で す。
当 日 は ， 水上事務局 長 を は じ め と し て 各部課長， 事 務
長等60名 が参加 し， 鬼 島 局 長 の 豊 富 な 体験 と 最新 の 情 報
と を 交 え た 講 演 を 熱心 に 聴 講 し ま し た 。
特 に ， こ れ か ら の 大学事務職 員 は プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
化 す る 必要 が あ る と い う 示 唆 に つ い て感銘 を 受 け ま し た 。
ー フ ァ カ ル テ ィ ・ デベ ロ ッ プ メ ン ト （ F D ） 一 講演会 ・ 研修会 を 開 催
フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ベ ロ ッ プ メ ン ト （ F D ） に 関 す る 講
演 会 ・ 研 修 会 が去 る 3 月 23 日 （火） に 工 学部大会議室 に お い
て 開 催 さ れ ま し た 。
工学 部 に お い て は， 学部教務委 員 会 に F D 推 進 検 討 委
員 会 を 設 け 検 討 を 進 め て お り ， 今 回 の 講演 会 ・ 研 修 会 は
そ の 一 環 と し て 東 海大学理学部 の 安 岡先生 を 講 師 と し て．
F D に つ い て の 知 識 や 現状 を 把握 し， 一 層 の 理解 を 深 め
る た め 企 画 さ れ た も の で す 。
当 日 は ， 工学部教 員 の ほ か 全 学 か ら 約 40 人 が 参 加 し ，
特 に 研修会 で は 活 発 な 意 見 交換 が あ り ま し た 。
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外 国 出 張 経 済 学 部 助教授
人文学部 助教授
工 学 部 助教授
教 育 学 部 助教授
工 学 部 助教授
工 学 部 助教授
工 学 部 助 手
海 外 研 修 人文学部 外国人教 師
工 学 部 講 師
人文学部 助教授
人文学部 助教授
理 学 部 教 授
人文学部 助教授
教育 学 部
附 属 幼 稚 教 諭
園
品同マー 報 第41 1号
＠ ⑫ ⑤ ⑮ ⑤  
氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
「 ア メ リ カ に お け る ジ ョ ブ ・ マ ッ 1 1 .  3 . 7 
大 森 義 明 ア メ リ カ 合 衆 国 チ ン グ の 男女差」 に 関 す る 研究会
等 に 出 席， 研究発表 1 1 .  3 . 16 
エユ モ ジ ュ ク 村 の エ ジ ャ カ ム 族 の 1 1 .  3. 7 
佐 々 木 重 洋 カ メ Jレ 一 ン 仮面儀礼等 に 関 す る 人類学的調査
研究及 び撮影 1 1 .  3.23 
1 3 th Biennial Carls. Marvel 1 1 .  3 . 1 3  
神 原 責 務I ア メ リ カ 合 衆 国 Symposium に 出 席， 研 究 発 表 ，
研究打合せ等 11 .  3. 22 
「19世紀 フ ラ ン ス に お け る 囲 内 市 1 1 .  3 . 14  
市 川 文 彦 中 華 人 民 共 和 国 場統合化 と 流通体系形成 に 関 す る冒十量 史的研究」 に つ い て レ ピ ュ ー
を 受 け る た め 1 1 .  3 . 2 1  
1 1 .  3. 17  
岡 田 裕 之 」ロa、 湾 第 5 回情報 デ ィ ス プ レ イ 学会 ア ジア シ ン ポ ジ ウ ム に 出席， 研究発表
1 1 .  3 . 1 9  
1 1 . 3 .25 
磯 辺 正 治 オ ー ス ト ラ リ ア Human Genome Meeting ’ 99 に出席． 研究発表
1 1 .  3 .30 
1 1 .  3.27 
加 藤 ジ ェ ー ン 連 i』] 王 国 文書画像理解 に 関 す る 研究打合せ
12. 3.  1 
1 1 .  3 . 1 0  
ザ ピ ー ネ ロ ー ペ 中 華 人 民 共 和 国 異文化言語 ・ 異文化 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に つ い て の研究
1 1 .  3.31 
1 1 .  3 . 14 
佐 竹 信 一 ア メ リ カ 合 衆 国 第 5 回 ア メ リ カ 機械学会 ・ 日 本機械学会熱工学合同会議 に 出席
1 1 .  3 . 2 1  
1 1 .  3. 15 
呉 人 恵 ロ ン ア 連 邦 コ リ ャ ー ク 語 の資料収集及 び フ イー ル ド調査
1 1 .  4 .  2 
1 1 .  3 . 1 5  
中 井 精 一 大 韓 民 国 韓 国 に お け る 日 本語教育 に 関 す る調査 ・ 研究
1 1 .  3. 1 9  
1 1 .  3 . 18 
鳴 橋 直 弘 」ロa、 湾 台湾産パ ラ 科 キ イ チ ゴ属 の標本調査
1 1 .  3 .31  
1 1 .  3 .20 
長 井 由 里 ア メ リ カ 合 衆 国 中 国東北地方近現代史の研究， 文書史料収集
12. 3.20 
1 1 .  3 . 2 1  
横 山 洋 子 ア メ リ カ 合 衆 国 授業視察， 幼児教育 に 関 す る 資料収集等
1 1 . 3.29 
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職名 氏 名 渡 航 先 国 目 的
「近代科学 の源流 を 探 る 」 研究資助教授 市 瀬 和 義 フ ラ ン ス ， 連 合 王 国 料収集
日 ロ 文化交流 に 関 す る 意 見 交換，講 師 青 木 恭 子 ロ ;./ ア 連 邦 情報 ・ 資料収集
現代 ド イ ツ 語圏文学 に 関 す る 資料助教授 業 柳 靖 子 ス イ ス 収集
教 授 藤 本 幸 夫 大 韓 民 国 朝鮮本の調査 と 研究
カ リ フ ォ ル ニ ア 州 民事訴訟法制度助教授 角 森 正 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 に 関 す る 資料収集
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宮 嶋 俊 明
竹 内 美 貴
氏 名







酒 井 英 男
期 間
1 1 .  3 .23 
1 1 .  4. 2 
1 1 .  3.23 
1 1 .  3 .26 
1 1 .  3.25 
1 1 .  4. 14 
1 1 .  3 .27 
1 1 .  4 .  7 
1 1 .  3 .29 
1 1 .  4 .  8 
期 間
1 1 . 3 .26 
1 1 .  3.27 
平成1 1 年 4 月 発行 ..,.., 守」 報 第41 1号
ミll!l��
本 部
3 月 1 日 第 6 回 大 学 改 革 推 進委 員 会情報公 開 専 門 委 員
b、
� 
2 日 第 8 回教養教育 委 員 会企 画専 門 委 員 会
第 8 回 自 己 点 検評価委 員 会研 究 活動等専 門 委
員 会
2 日～ 3 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立大学事務局 長会議
（ 静 岡 大学）
3 日 第 3 回 自 己 点検評価委 員 会教育活動専 門 委 員
t』
� 
4 日 第 7 回 大学 改 革 推 進委 員 会 情報公 開 専 門 委 員
b、
� 
5 日 第 12 回教養教育推進特 別 委 員 会
事 務 改 善委 員 会 第 4 部 会
6 日 平 成 1 1 年 度 入 学 者選抜個 別 学 力検査 （前期 日
程 ） 合 格 者 発 表
8 日 第 7 回 自 己 点 検評価委 員 会 管理運営 専 門 委 員
A、
� 
9 日 第 9 回 大学 改 革 推 進 委 員 会管理運営専 門 委 員
A、
:z:;; 
10 日 第 5 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会
1 1 日 第 6 回 セ ク シ ャ ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対応検討
委 員 会
第 1 1 回 大学 改 革 推 進 委 員 会教 員 人事 専 門 委 員
A 
:z:;; 
第 15回 国 際交流委 員 会留 学生部会
任 用 実 務 担 当 者研修会 （ 金 沢 市 ）
12 日 平 成 1 1 年 度入学者選抜個別 学 力 検査 （ 後 期 日
程 ）
14 日～15 日 平 成 1 1 年 度 入 学 者 選 抜個 別 学力検査 （ 前 期 日
程 ） 合 格 者 入 学 手 続
15 日 退 職 者 を 囲 む 懇談 会
16 日 第 9 回 自 己 点検評価委 員 会研究活動 等 専 門 委
員 会
17 日 第 13回数養教育推進特別 委 員 会
18 日 北 陸 地 区 体 育 大 会 顧 問 教官会議
第 8 回 自 己 点検評価委 員 会 管理運営専 門委 員
b、
:z:;; 
第 3 回 学生生活協議会体育部会
2 1 日 平 成 1 1年 度 入学者選抜個別学力 検査 （ 後 期 日
程） 合格者発表
23 日 第 7 回 セ ク シ ャ ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 対応等検討
委 員 会
24 日 大学院工学研究科 （博士後期 課 程 ） 学位記授
与式
北陸地 区体育大会代表者会議
25 日 平成 10年度学位記授与式 （富山市芸術文化 ホ ー
Jレ ）
名 誉教授 と の 懇談会 （ 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ）
第 14回数養教育推 進特別 委 員 会
27 日 平成 1 1年度入学者選抜個 別 学 力 検査 （後期 日
程） 合格者入学手続
30 日 職 員 教養研修 閉 講式
人 文 学 部 ｜
3 月 1 日 独立大学 院研究科 （博士課程） 設 置 に 関 す る
人文学部及 び経済学部 の 合 同 委 員 会






5 日 学部教務委 員 会
1 0 日 教授会
教授会 （ 人事）
人文科学研究科委 員 会
18 日 学部将来計画委 員 会
平 成 1 1 年 度前学期授業時 間 割 担 当 者会議
19 日 学部入学者選抜方法検討委 員 会 （ 持 回 り ）
教授会 e
23 日 学部就職指導委 員 会
学部予 算 委 員 会
24 日 独立大学院研究科 （博士課程） 設 置 に 関 す る
人文学部及 び経済 学 部 の 合 同 委 員 会
教授会
人文科学研究科委 員 会
29 日 学部情 報 処理委 員 会
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30 日 「人文学部 の し お り 」 編集委 員 会
3 1 日 学 部 将 来計 画 委 員 会
教 育 学 部 ｜
3 月 1 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
4 日 学 部 入 学試験委 員 会
教授会
8 日 学 部 予 算委 員 会
9 日 教 育 学 研 究科 委 員 会小委 員 会
学部教務 ・ 学 生生活合 同 委 員 会
学部教務委 員 会
10 日 学 部研 究 室 等 配 置検討委 員 会
教 育 学研 究 科 委 員 会
教授会
人 事教授会
1 1 日 附 属 養 護 学 校 卒 業 式
15 日 附 属 幼 稚 園 修 了 式
附 属 学校 運 営 委 員 会
16 日 附 属小学校卒 業 式
17 日 附属 中 学校 卒 業 式
18 日 附 属 幼 稚 園 終 業 式
学 部 改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
日 本教 育 大 学 協 会 第 一 常 置委 員 会
19 日 教 育 実 習 委 員 会




附属 小学校， 附 属 中 学校 及 び附属 養護学校修
了 式
24 日 学 部 研 究 室 等 配置検討委 員 会
教 育 実 習 検 討 委 員 会
経 済 学 部 ｜
3 月 1 日 生 涯 学 習 ・ 広 報 委 員 会
独 立 大 学 院 博 士 課 程 設 置 に 伴 う 合 同 打合せ会
3 日 学 部 入 学 試験 委 員 会
4 日 図 書 等委 員 会
教 授 会
9 日 学部教務委 員 会
10 日 学 部 就 職 指導 委 員 会
人 事教授会




15 日 学部 国 際交流委 員 会 （ 持 回 り ）
17 日 学部就職委 員 会
第41 1 号
防 火 ・ 防 災対策委 員 会 （ 持 回 り ）
情 報処理委 員 会 （ 持 回 り ）
18 日 博士課程設置検 討委 員 会
総務委 員 会
将 来構想等検討 委 員 会
学部教務委 員 会
19 日 学部入学試験委 員 会
教授会
経 済学研究科委 員 会
24 日 独 立 大 学 院博士課程設置 に 伴 う 合 同打 合 せ 会
29 日 将来構想等検討 委 員 会 （ 持 回 り ）
理 学 部 ｜
3 月 4 日 理学部 案 内 編 纂 委 員 会
教授会
5 日 学部入試改善委 員 会
8 日 学部情報化対策 委 員 会
学科長会議
9 日 学 部学生生活委 員 会
10 日 理工学研 究科博士前期課程理学部会
教授会
教授会 （ 人 事 ）
理工学研究科博士前期課程理学部会
専任教授会
17 日 学部教務 委 員 会
19 日 教授会
教授会 （ 人 事）
23 日 理工学研究科博 士前期課程理学部会教務検討
小委 員 会
工 学 部 ｜
3 月 3 日 学部合格者検討 委 員 会
4 日 学 部 国 際 交流委 員 会
教授会
専 任教授会
8 日 「工業 （ 専 門 ） 高 校 卒 業生 を 対象 と し た カ リ
キ ュ ラ ム 編成及 び教育方法 の た め の調査研究」
プ ロ ジ ェ ク ト 担 当 者 会議 （ 富 山 大学 工 学 部 ）
9 日 学部学生生活委 員 会
平成1 1 年 4 月 発行
学部教務委 員 会
10 日 教授 会
工 学研 究 科 委 員 会
理工学研究科博士前期課程 工 学 部 会
工 学 研 究科博士後期課程委 員 会
16 日 温 交 会 送 別 会
17 日 学 部 施 設 整 備 委 員 会
品同ザー
18 日 工 学 部外 国 人 留 学 生 と 教職 員 等 と の 懇談 会
19 日 学部合格者検討 委 員 会
教 授 会
専 任 教 授 会
23 日 フ ァ カ ル テ ィ ・ デ イ ベ ロ ッ プ メ ン ト に 関 す る
講 演 会 及 び研 修 会
（ 講 師 ： 東 海 大 学理学部教授 安 岡 高志）
報 第41 1号
附 属 図 書 館
3 月 3 日 年 史編纂委 員 会
｜ 地域共同研究センター I 
3 月 18 日 大 学 院生教育講座
｜ 生涯学習教育研究Mー ｜ 
3 月 8 日 生 涯学 習 推進 を 図 る た め の 講演会 ・ 研 究 会
（ 講 師 ： 長崎大学生涯学 習 セ ン タ ー 長）
- 49 -
平成1 1 年 4 月 発行 ....... T' 幸E 第411号
~ ーJ
平 成 1 1 年 3 月 卒 業 者 数
O 学 部
ぷλよ空
9 8 7 6 5 4 3 ムロ 言十
人 文 寸，，，ー. 科 67 ( 2) 7 ( 1 )  75 ( 3 )  
国 際 文 化 学 科 40 ( 2) 3 1 44 ( 2) 
人文学部
言 語 文 化 学 科 64 8 73 
言十 171  ( 4) 18 ( 1 )  2 192 ( 5) 
小学校 教 員 養 成 課 程 93 4 98 
中学校教 員 養 成 課 程 44 1 1 46 
養護 学校教 員 養 成 課 程 20 2 1  
教育学部
幼稚園 教 員 養 成 課 程 30 3 1  
情 報 教 育 課 程 39 1 41 
言十 226 8 2 1 237 
昼 経 済 学 科 133 ( 3) 10 2 145 ( 3)  
主問 経 営 学 科 1 1 5  ( 4) 8 2 1 25 ( 4)  
コ 経 営 法 学 科 85 6 2 93 
ス 言十 333 ( 7) 24 6 363 ( 7) 
経済学部
夜主間
経 済 学 科 14 1 2 1 7  
経 営 学 科 17 19 
コ 経 営 法 学 科 17 17 
ス 言十 48 1 3 53 
言十 381 ( 7) 25 9 4 16  ( 7)  
数 学 科 36 2 4 1  
物 理 学 科 2 31 6 5 46 
化 学 科 3 34 3 40 
理 学 部 生 物 A寸4- 科 3 27 1 1 ( 1 )  2 34 ( 1 )  
地 球 科 学 科 2 17 4 2 2 27 
生 物 園 環 境 科 学 科 2 27 6 35 
言十 12  172 22 9 ( 1 )  4 4 223 ( 1 )  
電 子 情 報 工 学 科 23 86 ( 3) 18  8 ( 1 )  1 36 ( 4 )  
機械シ ス テム工 学科 12 ( 1 )  67 ( 1 )  20 6 2 1 07 ( 2 )  
工 学 部 物 質 工 学 科 6 56 14 4 81 
化 学 生 物 工 学 科 5 39 ( 1 )  7 6 58 ( 1 )  
言十 46 ( 1 )  2 248 ( 5) 59 24 ( 1 )  3 382 ( 7)  
,g. 言十 58 ( 1 )  2 1 , 198 ( 16) 132 ( 1 )  4 6  ( 2 )  8 6 1 ,450 (20) 
閥 1 .  ( ） 内 は ， 外 国 人留 学 生 で 内 数 。
2 . 平成 8 , 9 年 度 入 学 卒 業 者 は ， 3 年 次編入学者。
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平 成 1 1 年 3 月 修 了 者 数
O 大 学 院
� 
10 9 8 7 6 
tロ"' 計
文 化 構 造 研 究 専 攻 5 
5 
地 域 文 化 研 究 専 攻 8 ( 2 ) 
8 ( 2) 
人文化学研究科 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻
3 3 
西 洋 文 化 専 攻 1 
1 
言十 13 ( 2 ) 1 3 
17 ( 2 )  
学 校 教 育 専 攻 7 
8 
教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 22 ( 1 )  
2 3  ( 1 ) 
言十 29 ( 1 )  31 
( 1 ) 
地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 2 ( 1 )  
2 ( 1 ) 
経 済 学 研 究 科 企 業 経 営 専 攻 7 ( 5) 
7 ( 5) 
計 9 ( 6) 
9 ( 6) 
数 A寸Mー. 専 攻 10 ( 1 )  
10 ( 1 )  
物 理 寸必ん- 専 攻 16 ( 3) 
16  ( 3) 
イヒ 学 専 攻 14 
14 
理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 8 
9 
地 E求 科 学 専 攻 5 
6 
生 物 園 環 境 科 学 専 攻 7 
7 
言十 60 ( 4 )  2 
62 ( 4) 
電 子 情 報 工 学 専 攻 55 ( 8) 1 
56 ( 8) 
前 機械 シ ス テ ム 工学専攻 37 ( 2) 
37 ( 2) 
物 質 工 学 専 攻 33 ( 1 )  1 
34 ( 1 )  
期 化 学 生 物 工 学 専 攻 15 
15 
工 学 研 究 科 言十 140 ( 1 1 )  2 142 ( 1 1 ) 
シ ス テ ム 生 産 工学専攻 2 
2 
後
物 質 生 産 工 学 専 攻 6 ( 2) 2 ( 1 ) 8 
( 3) 
期 言十 8 ( 2) 2 ( 1 )  10 ( 3 )  
前 物 質 工 学 専 攻 1 ( 1 )  
1 ( 1 )  
理 工 学 研 究 科 期 言十 1 ( 1 )  1 ( 1 )  
bロ、 言十 1 ( 1 )  251 (24) 14 ( 2) 6 ( 1 )  
272 (28) 
（泊 1 .  ( ） 内 は ， 外 国 人 留 学 生 で 内 数 。
2 . 平 成 10年 度 入 学 修 了 者 1 名 は ， 大 学 院 学 則 第21 条 第 1 項 た だ し 書 き 適用 者 。
平成1 1 年 4 月 発行 品，，，，-+- 幸日 第41 1号
平 成 1 0 年 度 大 学 院 研 究 科 修 了 者 一 覧
［人文科学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 三町帽ふ 文 題 目
文 化 構 造 研 究 田 中 幸 生 縄文時代晩期 か ら 弥生前期 に お け る 土器の質的変化 に つ い て
( 5 人）
山 崎 雅 恵 富山県射水平野に お け る 自 然環境 と 農耕
杉 山 手日 明 「有害環境浄化」 を め ぐ る 包摂 と 排除の社会地理学的考察
斎 藤 由 佳 1920年の “ 性 ” 意識一 『主婦之友』 を 通 し て ー
原 和 子 亀谷凌雲の 回心一 仏教か ら キ リ ス ト 教へー
地 域 文 化 研 究 本 多 真美子 御判御教書の変遷
( 8 人） 中世公家社会 に お け る 家格 と 職能油 井 晶 代 一 家格の形成 と そ の影響一
高 留 成 唐宋時代 日 本留学僧之研究
島 先 厚 至 呉 ・ 南唐政権 と 商業政策一 長江流域 を 中心に し て ー
江 村 佳 代
The Faith in the Immortality of Love : the Relationship between Catherine and 
Heathcliff in Wuthering. Heights 
長谷川 香 Inevitability of Tess ’s  Tragedy 
山 井 武 Female Characters in Flannery 0 ・ Connor’S Fiction 
ベルコ ヴイ チ イ リ ー ナ ロ シ ア と 日 本の昔話の比較研究
日 本 ・ 東洋文化 石 丸 綾 子 九 ・ 十世紀 に お け る 対外政策 に つ い て
( 3 人）
加 藤 亜 『行幸道路』 と 近代 日 本都市計画
近 藤 俊 彦 中世東寺の対公武交流
西 洋 文 化 林 敬 子 On Holocaust Literature ( 1 人）
［教育学研究科 （修士課程） ］
専攻 専修 氏 名 論 文 題 自
阿久津 理 大学進学者の地域間移動に 関 す る 考察一 大学地方分散化政策の影響ー
阿 部 美穂子 重度重複障害児の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 指導学 具寸ゐ- ー ム ー プメ ン ト 教育か ら の ア プロ ー チ ー
有 j畢 義 一 「新総合学習」 構想上の視点 と 課題～教科教育 と の関連化 と 小 ・ 中学校の系統性 を ふ ま え て～
校 校 鎌 仲 徹 也 生涯学習社会 に お け る 学校の役割一 「学 び」 と い う 視点か ら の一考察一
教 教 谷 川 淳 生徒が主体 に な る 中学校社会科の授業の在 り 方 に つ い て の一考察
中 川 幸 彦 不登校診断尺度作成の試み
育 育 板 東 美 希 現代社会にお け る 子 ど も の 「遊び」 に つ い て
( 8 人） 進 藤 章 人 「 存在 と し て の教師」 に つ い て
国 稲 垣 朱 美 論理的叙述能力 の指導 に 関す る研究
雪回五ロ
教
前 田 香 織 国語科教育 に お け る 「情報」 に 関 す る 研究育
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専攻 専修 氏 名
数 岡 田 和 之
学
藤 村 暢 彦
教
育 前 田 和 則
井 筒 章 代
理
梅 田 好 子
科
教 高 野 克
教
時 国 い ずみ
育
中 川 孝 子
科 音 居 島 仁 美
楽
土 肥 真 人
教
育 任 H先 同lj
教 美 小 林 志奈乃体f
教
中 井 史 校育
体
育
保健 阿 部 美津代
育 安 達 渉
技 稲 葉 英 明
符f 浦 崎 久美子
教 中 西 隆 重
育 八 回 剛 志
平 井 重 春
( 23人） 教育
妻
政女 平 田 理 恵
［経済学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名
地域 ・ 経済政策 島 田 秀 喜
( 2 人）
章 ごF三E乙









中学校教育に お け る 数字嫌い
幸E
文
リ ー マ ン の ゼー タ 関数の零点 に 関す る グ ラ フ
数学教育 に お け る 評価 の在 り 方
題
日 本産野生晴乳類の小規模固体群内 に お け る 寄生嬬虫相の研究
義務教育特に小学校 に お け る 減災教育
自 生胞子で増殖す る 単細胞緑藻 と その 近縁藻の分子系統
目
飛騨外縁帯青海地域 に お け る 蛇紋岩メ ラ ン ジ ュ の変成作用 と テ ク ト ニ ク ス
茶の活性酸素消去作用
- in vitro in vivo， か ら の ア プロ ー チ ー
第41 1号
論文楽品系 ソ フ ト ウ ェ ア 市場 に お け る 使用 者サ イ ド と 制作者サ イ ド と の よ り よ き 関係 の 構築 に つ い て～
作
音 エ デ ユ テ憩イ水メ ン ト ・ ソ フ ト を 中 心 と し て～
: 1口iage
鑑賞指導の構想 と 実践
論文 ： 日 本 中国 の歌曲， 音楽教育への考察
作品 ： （ ー） 山 田耕符の作品 3 曲 （二） 中国民族歌曲 2 幽
論文 ： ヘ ン リ ー ・ ム ー ア ー 空洞表現の多様性 と その魅力 に つ い て ー
作品 ： 人体構造 を 用 い た造形表現
論文 ： 重層 的絵画 の研究 ～重ね箔 き と い う 行為の追求 を と お し て～
作品 ・ 重層 的絵画の研究 ～重ね描 き の追求 を と お し て～
心拍数か ら み た小学 6 年児童 に お け る 1 週間の 身体活動量
中 学校 に お け る 情報教育推進の た め の技術 ・ 家庭科の役割の検討
高齢社 会 を 意識 し た ホ ー ム ペー ジ の バ リ ア フ リ ー 化に 関す る研究
コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を利用 し た大学に お け る 作文授業の実践 と 評価
ケ ニ ア の教育制度 と 技術教育の現状
ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム に お け る 技術教育 に 関 す る 研究
一 福祉教育 と 技術教育
動画像通信メ デ ィ ア を 用 い た遠隔教育 に 関 す る 研究
吸湿性 を 付与 し た衣服材料の温熱的特性 と 着用性能
論 文 題 目
国際課税 と 移転価格の分析
中 国 の 経済改革開放下の沿海都市上海に お け る 機械 ・ 金属工業の発展 に 関 す る 研究
相続財産の処分 と 相手方の保議
不動産の時効取得 に お け る 所有権移転 と 課税の基準時
日 本企業の グ ロ ー パル競争戦略ー マ ー ケ テ イ ン グの視点 か ら
中 国 自 動車産業 に お け る 技術移転 に 関 す る 研究
ア ジ ア の通貨危機 と 中国への影響
非営利組織の リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト に 関す る研究
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専 論 文 題 目
現代中 国市場 に お け る 外資の競争戦略
［理学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
数 寸主t一． 筏 井 康 成 確率過程 と 極限定理
( 1 0人）
大 田 佳 彦 リ 一 環 と ルー ト 系の研究
乙 田 英 夫 二階差分方程式の振動理論
佐 々 木 勝 則 リ 一 環 の コ ホ モ ロ ジー と 表現論
豊 田 恭 平 測度問題 に つ い て
平 山 裕 幸 階数 1 の付値環 に つ い て
深 沢 有 基 微分不可能関数に つ い て
松 村 ー 央 一階差分方程式の振動理論
村 田 和 雄 付値環の階数 と 孤立部分群 に つ い て
閲 理 垣 レ ヴ ィ 過程の研究
物 理 寸，，，．ー 赤 丸 悟 士 CeNi, Al ， と LaNi , A l ， と の極低温領域の ドハー ス ・ フ ァ ン ア ル フ ェ ン 効果 と 磁気抵抗の実験的研究
(16人）
阿 部 徹 SmNi , Sn， 単結晶 の 四重極相互作用 と CePd γxNixAl単結晶 の局在 ・ 非局在
伊 藤 弘 幸 比熱計測用 3 He ク ラ イ オ ス タ ッ ト の制作 と Ce化合物の低温比熱
大 森 敬 太 プ ロ ピ オ ニ ト リ ル分子の振動励起状態 に お け る 回転遷移の解析
小 野 ’悟 Al-Pd・Mn薄膜の 国相反応
菅 野 充 加 ゲ ー ジ場に対す る い く つ か の考察ー 結 び 目 の数学か ら の ア プロ ー チ を 中心 に 一
窪 和 人 ダ イ オ ー ド レ ー ザ ー に よ る 分光装置の開発
上 皇 敦 KrH+, ArD＋ 及 びそ の 同位体イ オ ン の遠赤外分光
丹 崎 本 樹 波長可変炭酸 ガ ス レ ー ザー に よ る 分光
中 村 五 郎 CePd 1 -xN ixAlの比熱
永 井 貴 史 水の振動励起状態の遠赤外 レ ー ザ ー 分光
安 田 純 一 ホ ウ 素炭化物系超伝導体 （ Rni 2 B ,  C） 単結晶の超伝導特性
山 形 啓 之 統一理論 に お け る 素粒子現象
王 利 内部回転を持つ分子の 遠a心力歪みの研究
千 光 源 D zO分子の遠赤外 レ ー ザ ー 分光
回 嫡 学 Soliton と し て のMonopole
化 学 岩 井 亜希子 修飾担持ニ ッ ケ ル触媒に よ る プ ロ キ ラ ル ケ ト ン の エ ナ ン チ オ面区別水素化 に 関 す る 研究
( 1 4 人）
小 湾 篤 史 ニ ッ ケ ル微粉触媒 を 用 い た β ー ケ ト エス テ ルの エ ナ ン チ オ面区別水素化 に 関す る研究
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尚 子
幸日 第411号
専 攻 氏 名 論 文 題 目
御 旅屋 公三子 パ ラ ジ ウ ム （ II ）触媒 を 用 い た立体選択的な 分子内環化反応の 開発 と 生物活性天然物合成への応用
京 藤 綾 子 種々 の六座配位子 を 配位 し た 3 価パナ ジ ウ ム 錯体の合成 と 性質
小 林 亮 司 交差供役化合物の合成 と性質
i事 国 隆 司 水素 ガ ス の金属粉末への収着現象の周波数応答法に よ る 速度論的研究
志 水 τ，』丁』． エ チ レ ン ー メ タ ク リ ル酸 イ オ ノ マ ー Zn塩の吸湿 に伴 う 構造変化
南 条 吉 保 金属材料中 の 水素透過 に及 ぼす不均質化の影響
西 国 航 P d 一 被覆 に よ るZr系合金の表面改質一 水素同位体の直接回収への応用一
橋 本 浩 和 溶液中での不均一系触媒反応の周波数応答法 に よ る 速度論的研究
兵 藤 量 含 フ ッ 素キ ラ ル合成素子の構築 と その効率的応用お よ びPd( II ） 触媒 を 用 い る tetrahydrofuran環の立体選択的構築
古 幡 岳 也 分子内Heck反応 を 用 い た セ ン プ ラ ン 骨格の新規 な合成法の 開発及び抗日IV活性 を有す るTerpestacinの合成研究
細 川 智 康 触媒酸化法に よ る メ タ ン か ら の水素の 回収
安 松 拓 i羊 Pd基合金 に よ る 水素吸収の熱力学的同位体効果
生 物 学 佐 々 木 順 也 ゾ ウ リ ム シの繊毛運動制御 に か か わ る プ ロ テ イ ン フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ
( 9 人）
石 川 準 ー ゴマ の脂肪酸デサ チ ュ ラ ー ゼ遺伝子の単離 と 解析
折 川 武 司 ス イ バ と ヒ メ ス イ バの 性 と 染色体
佐 野 常 世 ネ ナ シ カ ズ ラ の ホ メ オ ボ ッ ク ス遺伝子の解析
柴 田 未知恵 ネ ナ シ カ ズ ラ に お け る 光応答性遺伝子の構造 と 発現
鈴 木 朋 宏 タ デ科 2 属 の細胞分類学的研究
国 中 進 ハ ム ス タ ー の下垂体ゴナ ド ト ロ ピ ン 産生細胞に お け る 機能調節
村 上 知 皇 南極産モ ミ ジ ガ イ 科の ヒ ト デPsilαster charcoti の発生お よ び系統学的考察
山 田 flil!J ハ リ ナ ガム ネ ボ ソ ア リ の性比 に 関 す る 行動生態学的研究
地 球 科 学 藤 野 丈 志 熱 的 に み た雪結品の成長
( 6 人）
押 野 i告 行 旧石器時代の古地磁気瓢箪穴
佐 々 木 み ぎわ Geotectonic History of the Motai-Nagasaka area, Southern Part of the Kitakami Mountains, Northeast Japan 
白 井 幸太郎 東 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ドお よ び西エ ン ダー ピー ラ ン ド に お け る 岩石磁気 と 磁気異常の研究
手 塚 大 貴 第四紀火山堆積物の岩石磁気 ・ 古地磁気
安 江 健 一 阿寺断層系の ネ オ テ ク ト ニ ク ス
生物園環境科学 池 田 知 哉 富山 と 大津 に お け る大気降下物の化学組成 と 同位体比
( 7 人）
石 山 美 歩 ナ ホ ト カ 号流出重油か ら の重油分解菌の単離
岡 田 知 子 cGMP依存的 に リ ン 酸化 さ れ る 繊毛内 タ ン パ ク の二次元電気泳動 に よ る分離の試み
川 嶋 洋 一 ゼ ン マ イ 胞子葉緑体に お け る タ ン パ ク 質 リ ン 酸化酵素
木戸口 三 津 街路樹の葉の炭素同位体比 と 大気環境
Fhd 
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立山弥陀 ヶ 原 に お け る メ タ ン の ブ ラ ッ ク ス と 要因
題 目
水 中 の 第三級長鎖ア ル キ ル ア ミ ン の濃縮／吸光光度定量に 関す る研究
論 文 題 自
電力分配回路 に 関 す る 研究
ホ ッ プ フ ィ ー ル ド ネ ッ ト ワ ー ク の連想記憶 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン
Java に よ る シ ー ケ ン ス 制御用言語 の た め の統合化開発環境の構築
共蒸着法 に よ るBi系酸化物超伝導体薄膜のMBE成長
ネ マ チ ッ ク 液晶材料の ね じ れ弾性定数の評価に 関す る 研究
ナ チ ュ ラ ル リ ソ グ ラ フ ィ 法 に よ る 真空マ イ ク ロ デバ イ ス の作製 に 関 す る研究
硫酸 グ リ シ ンの ス イ ッ チ ン グ機構 に 関 す る 研究
Si(1 1 1 ）基板上のInSb薄膜の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン 超薄膜の配向制御 に よ る偏光EL に 関 す る 研究
電気的消霧 に 関す る研究
一 電界 中 に お け る 霧粒子の振る 舞い ー
短時間呈示 に お け る 最適表示色数に 関 す る 研究
音響イ ン テ ン シ テ ィ の 3 次元有限要素解析
Nonlinear Plasma Maser driven by Electron Beam Instability 
電動 自 転車直流電動機の速度制御 に 関す る 研究
有機電界発光素子の発光機構に 関す る 研究
メ ン タ ル モ デ ル の 形成 に 関 す る研究
DNA モー タ ー の電気的 モ デ ル に 関す る 研究
微細形状に よ る ネ マ チ ッ ク 液晶分子の配向特性 に 関す る研究
対話に よ る 言語知識獲得方式の研究
双円錐ホ ー ン に よ る パ ル ス ア ン テ ナ に 関す る研究
心電図波形の特徴 を利用 し た その効率的記録法 に 関す る研究
雷鳴 に よ る 雪道の評価 に 関す る研究
T 4 フ ァ ー ジの シ ュ ミ レ ー シ ョ ン に 関 す る 研究
LATGSP単結品 の強誘電特性 に 関 す る 研究
画像処理に よ る ヒ ド ラ を 用 い た生理活性物質の微量定量に 関す る 基礎的研究
NANDデー ト を 用 い た論理回路の教育用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 研究
水滴の帯電現象 を 利用 し た 地上電界計測装置の開発
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高 木 徹 之 在宅健康管理の た め の生体計測技術 に 関 す る 研究
高 林 武 史 LED電光表示板の視認特性 と 色光の最適表示輝度 に 関 す る研究
田 中 威 簡易型方向性結合器に 関す る 研究
長 徳 典 宏 物理的 な 四角形及び主観的 な 四角 形の 明 る さ 知覚 に 関 す る 研究
辻 貴 一 単相交流誘導反発型磁気浮上回転 シ ス テ ム に 関 す る 研究
寺 田 昌 司 濃霧中 に お け る 色光の視認特性 に 関 す る 研究
出 口 圭太郎 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス に お け る レ ン ダ リ ン グ法 に 関 す る 研究
道 具 志 朗 Turbo-Codeの特性解析ー イ ン タ ー リ ー パ特性の研究一
中 西 早 人 Si Ge系量子井戸の作成 と そ の 2 次元電子の電気的特性
南 部 公 孝 降雨の絶縁破壊現象に 及ぼす影響の評価
二 i宰 幸 生 Ge/Si(OOl）基板上のInSb薄膜の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
林 哲 也 二相交流磁気浮上式 リ ニ ア誘導モ ー タ に 関す る 研究
松 村 忠、 呼吸， 睦噂， 鴨下運動 リ ズ ム 聞の協調関係 と そ の姿勢 に よ る 影響
三 日 市 康 博 因子分解法 を 用 い た ス テ レ オ画像 に よ る 物体の 3 次元再構成に 関す る研究
宮 野 潔 地上で観測 さ れ る 電界 か ら 雷雲電荷分布 を 推定す る 手法の検討
宮 村 賞 純 リ ン グ型ハ イ プ リ ッ ド回路に関す る研究
宮 本 剛 色情報 と 動 き ベ ク ト ル を 用 い た動画像か ら の オ ブジ ェ ク ト 抽出 の検討
湯 野 康 治 可変速風力発電模擬 シ ス テ ム に 関す る 研究
吉 岡 哲 二 画質評価尺度 に基づい た画質主導型JPEG符号化の検討
吉 森 幸 一 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 に よ る 有機EL素子の作製 と そ の電気光学的特性
夏 「 i旨 マ ス ク パ タ ー ン の熱変形三次元有限要素解析
金 大 申 階層概念を 用 い た イ ン タ ー ネ ッ ト 検索 シ ス テ ム に 関 す る 研究
徐 天 歳 最適例及び下位範略化 フ レ ー ム を 用 い た動詞情報の獲得方式の研究
定正 紅 ユー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 用 い た 環境型教育 シ ス テ ム の構築
走5 大 我 結合線路形 フ ィ ル タ の特性解析
文 涛 有限要素法 を 用 い た発電機 タ ー ビ ン羽妓の振動解析
木塔里甫 莫合采堤 伝送線路で構成 さ れ る 方向性結合器 に 関す る 研究
李 帆 PWM制御負荷 を も っ三相 ダ イ オ ー ド整流回路の高調波計算に 関す る 研究
間 藤 真 人 ネ ッ ト ワ ー ク ニ ュ ー ス を対 象 と し た情報収集方式の研究
機械 シ ス テ ム 工学 青 木 4事 放熱基板用複合材料の熱物性値 に 関す る 実験的研究
(37 人）
浅 井 晋 平 焦点はずれ画像か ら の形状計測
五十嵐 正 男 セ レー デ ツ ド フ イ ン付管群の熱流動特性
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市 川 智 昭 ス イ ッ チ ト ・ ア ラ イ バ ル ・ シ ス テ ム の カ オ ス 制御
稲 谷 正 志 線接触ハ イ ポ イ ド ギヤ歯菌の接触 に 関 す る 弾性学的考察
大 矢 勇 人 G A を 用 い た フ ァ ジ イ 制御器の設計 と その研削切断機への応用
小 原 啓 志 起上が り こ ぼ し型跳躍移動機械の駆動制御
金 田 仁 介 高速気液二相流の発達領域 に お け る 流動特性
加茂川 大 SCM440鋼の腐食疲労強度に及 ぼす各種表面改質処理の影響 に 関 す る研究
小 林 弘 幸日 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の疲労強度特性 に及ぼす ア ルマ イ ト 処理の影響 に 関す る 研究
佐 藤 雅 彦 Al-Si合金の砥石切断性 に 及 ぼす送 り 速度の影響 に 関 す る 研究
杉 本 智 博 液 中泳動マ イ ク ロ ロ ボ ッ ト の た め の要素開発研究
竹 内 孝 之 ア ル ミ ニ ウ ム 合金粉末のECAP 固化成形 に よ る ミ ク ロ 組織 と 機械的性質の改善
竹 内 芳 徳 改質ア ル ミ ニ ウ ム 合金の耐摩耗性お よ び機械加工性 に 関す る研究
舘 研 一 自 励 オ ン オ フ 駆動制御 さ れ る 多足補助型跳蹟マ イ ク ロ ロ ポ ッ ト
田 中 達 也 水 を 含む微細多孔構造粒子充填層 の凝固融解 に 関す る 実験的研究
谷 口 政 磯 摩擦熱測定に よ る 時効損傷の評価 に 関す る 研究
天 日 巣 介 デ ジ タ ル コ ン ト ロ ー ラ に よ る 静圧気体ス ラ ス ト 軸受の特性改善
戸 上 勝 彦 ダ イ マ ン ド レ ル に よ る 矩形中空押出 し材の 内径す法精度の改善
中 田 博 幸 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の腐食疲労過程 に お け る 腐食 ピ ッ ト 成長特性 と 電気化学的検討
西 端 忠 之 カ オ ス ・ ア ト ラ ク タ ー を利用 し た秘匿通信 シ ス テ ム の解析
延 野 貴 俊 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク ス の ク リ ー プ フ ィ ー ド研削性に 及 ぼす ツ ル ー イ ン グの効果 に 関す る研究
服 部 功 V 形14気筒機関の起振モ ー メ ン ト に 関 す る 研究
花 井 哲 治 SiC粒子強化ア ル ミ ニ ウ ム基複合材料の高速超塑性特性
申菌 栄 樹 液体支持衡歯菌 を 用 い た ソ ー ス ・ シ ン ク 駆動進行波型 リ ニ ア マ イ ク ロ フ ィ ー ダ
挽 正 治 高速 フ レ ー ム 溶射法に よ る WC/Co溶射被覆繊の フ レ ッ テ イ ン グ疲労特性
日 南 敦 史 だ円振動子対列で構成 さ れ る 線毛群型 リ ニ ア マ イ ク ロ フ ィ ー ダ
吉 川 健 作 電気粘性流体の 回転体 ま わ り の流動特性 と 回転機器への応用
前垣内 智 章 超高分子量ポ リ エチ レ ン と セ ラ ミ ッ ク ス 間の摩擦摩耗特性
松 田 費 之 12Cr鋼の高温低サ イ ク ル疲労強度特性に 関 す る研究
水 野 聡 ト ポ グ ラ フ ィ 破面解析 に よ る 表面改質鋼の 内部疲労 き 裂伝ば挙動
安 井 崇 博 半連続押出 し加工 に お け る ピ レ ッ ト 表皮層 の挙動
矢 田 ’L、 ス タ ツ ガー ド配列 ス パ イ ラ ル フ イ ン付管群の渦発生特性
山 内 伸 恭 転が り すぺ り 接触 を 受 け る 被覆半無限体界面 き 裂の干渉効果お よ び分岐特性
吉 永 和 治 誘導起電力 を 用 い た跳躍移動 ロ ポ ッ ト の駆動制御
口。
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改良 9 Cr-IMo鋼厚肉鍛造材の高温低サ イ ク ル疲労強度特性に及ぼす試験温度お よ び ひ ず み 波 形 の
影響
高 ク ロ ム 鋼の被削性に及ぼす工具形状の影響
ア ル ミ ナ粒子分散Al-Cu-Mg合金基複合材料の時効過程
水溶液の加熱冷却 に よ る二重拡散対流の数値解析
液 中国体面への懸濁微粒子の付着， 脱着の検討
ゾルゲー ル法TiO ， の性質 に お よ ぼす溶媒効果
Cu添加 し たAl・l .Omass%Mg2Si合金 に お け る 粒界破断
Studies on the structural properties and application of starch 
ア ル キ ル メ ラ ミ ン を 含む環状シ ア ナ ミ ド類のHPLC分析 と 熱特性
揮発性浴媒 を 含む 非親水位多孔質材料の乾燥速度相関法
回転振動傘型円板 に よ る 異形粒子群の分離
- 3 次元形状判別 に基づ く 分離特性の検討一
メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ法に よ るCu-C系強制国溶体の創製 と 熱的挙動
レ ー ザ ホ ロ グ ラ フ ィ ー を 用 い た 2 層系二重拡散対流の可視化
微細位子群の湿式形状分離装置の開発
一 液中 での粒子安定供給法 に 関す る 検討一
2 , 3 ー ジ メ チ ル ス ピ ロ ［ シ ク ロ プ ロ パ ン ー 1 , 1 ’ ー ( lH・ ア ズ レ ニ ウ ム ） ］ イ オ ン の 合成 と 反応 に 関
す る研究
Dy 1 - x  Y xNi 2 B 2 C の超伝導 と 磁性
銅被覆TiC粉末 を 用 い た レ ー ザ 一 合金化法に よ る5083 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の表面改質
H , SO , - NaCl水溶液 中 に お け る SUS304鋼 の腐食形態 に お よ ぼす微量元素 （Cu, Mo） の影響
ニ ッ ケ ルー 水素電池用Mg,Ni電極の充放電サ イ ク ル特性の改善
Nd-123系酸化物超伝導体の元素置換に よ る 超伝導特性
新規な9,10ー ア ン ト ラ キ ノ ン の生成反応 に 関 す る 研究
液中造粒の平衡造粒粒子径への界面物性の影響
6063 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 に お け る Al-Fe-Si系金属開化合物
2 成分溶媒を含む高分子溶液の乾燥モ デ ル
粉砕を 伴 う 回転円錐型容器 に よ る 複合微細造粒粒子の 連続生成
Al - l .Omass%Mg2Si合金に お け る 時効析出物の結晶構造
金属 ア ン ミ ン 錯 イ オ ン の高温加水分解お よ び溶媒逆抽出法 に よ る 酸化物微粒子の作製
広 い温度範囲 に お け る 金属 ・ 化合物の電気抵抗お よ び熱電能の研究
低 レ イ ノ ル ズ数領域 に お け る 伝熱促進管の総合的性能評価
ジ シ ク ロ ヘ プ タ ［ α， e］ シ ク ロ オ ク テ ン の合成研究
Al-C系混合粉末の メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ
非 品質Fes 2 Ni 2 s B 2 0 合金の昇温に よ る 結晶相形成過程
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専 攻 氏 名 論 文 題 目
宮 本 恭 臣 シ ク ロ ヘ プ タ ト リ エ ン 縮環系化合物の合成 と 反応 に 関す る 研究
吉 田 新 連続鋳造圧延過程 に お け る6151 ア ル ミ ニ ウ ム 合金線の組織変化 と 鍛造性
F ADILAH HASIM 半 円柱乱流促進体 を 用 い た伝熱促進の有限要素法に よ る 数値解析
塚 田 将 Bi系の酸化物超伝導体 に お け るPb, Agの置換 ・ 添加効果
化 学 生 物 工 学 金 山 直 樹 Preparation and Characterization of Self-Assembled Monolayers Carrying Various Functional Groups. 
( 15 人）
古 角 憲 弘 荷電高分子微粒子の規則構造形成 に お よ ほす器壁表面電荷の影響
斎 藤 益 満 T細胞白血病 と T細胞受容体遺伝子座異常
住 田 泰 輝 バ ク テ リ ア に よ る ジ オ ー ル の酸化 と ジ ケ ト ン 類 の還元
関 隆 一 Studies on the Chemistry of trαns-Decalin-9・sulfenic Acid Derivatives 
高 木 健 作 二酸化チ タ ン を 用 い た水中 の フ タ ル酸 ジ エ ス テ ル可塑剤の 光触媒分解
回 川 幸 二 Functions of Novel Amphiphiles with Many Pendent Mannose Residues. 
都 甲 真紀子 Suppression subtractive hybridization法 を 用 い た成 人T細胞 白血病関連遺伝子の単離
福 田 晃 生 Molecular Recogntion by Self-Assembled Monolayer of Cyclodextrin on a G old Electrode 
丸 山 励 治 Bαcillus cereus に よ る 芳香族 カ ル ポ ン酸類の ア ミ ド化
安 井 文 彦 生命科学現象の分子 レ ベ ルでの解析 に 関す る研究
山 内 慶 将 脂質二重膜 に よ っ て誘導 さ れ る 両親媒性ペ プチ ド の 8 構造
山 村 栄 虎
Purification and molecular characterization of Escherichiα coli Polynucleotide 
Posphorylass (PNpase) 
山 本 直 毅 環境因子に対す る 植物の表面電位の応答
吉 住 晃 Modification of Inorganic and Organic Substrates with Functional Polymer Molecules 
［理工学研究科 （博士前期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
物 質 工 学 ｜ 宋 存 江 ｜ 微生物 に よ る 生分解性プ ラ ス チ ッ ク の生産及び生分解性に 関す る研究
［富 山大学大学院学則第21 条第 1 項 た だ し 書 き 適用 者 （ 在学期 間 の特例） ］
［工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 日
シ ス テ ム 生産工学 石 川 哲 高精度 オ プテ イ カ ル フ ロ ー 推定 に 関す る 研究
( 2 人）
西 国 均 電気粘性流体 を 応用 し た 回転型デバイ ス の特性に 関す る 研究
物 質 生 産 工 学 締 川 真紀子
Genome structure and functions of Lαctobacillus plantarum temperate phage φ gle 
（ 乳酸梓菌 （Lαctobαcillus plantαrum） デ ン ベ レー ト フ ァ ー ジ φ gle の ゲ ノ ム 構造 と 機能）
( 8 人）
杉 本 潤 ヒ ト 第14番染色体の ゲ ノ ム 解析 と 候補T細胞白血病原因遺伝子の単厳
高 野 孝 和 Fe-W合金電着 に よ る ハ イ ス 鋼 （SKH59） の表面改質
nhu 
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専 工交 氏 名 論 文 題 巴
竹 田 昌 央 Studies on the SyC複theses and Reactions of Sulfoxide Derivatives bearing Several Heteroaromatics 索環 を 有す る ス ルホ キ シ ド類の合成 と 反応性 に 関 す る 研究）
福 島 幸日 彦 �モ�uデdd� レe化S A合o;'o物！のh,,e熱：：分n"ci解erTと�セ�liルrDロ；fーcf�ス�のspo熱o5ni的t＼挙＇；＇，＿�動�にfhお�reけ；；，eる：1aそlBれ�ら�dのvi影�r響c�にfE関＇C'eす0llる：：1d研OSs究e�（含ntaリinンi'ng窟p索









ISLAM G as （層状半導体Gas に よ る ガ リ ウ ムGaAs と CVD ダ イ ヤ モ ン ド薄膜 修飾に 関 す る 研究）
曹 世 助 酸化物高温超伝導体ホ ウ 素炭化物超伝導体の超伝導機構に 関す る研究
陸 清 明 手首局所カ フ に よ る 無侵襲長時間連続血圧計測 に 関 す る 基礎的研究
平 成 1 0 年 度 大 学 院 工 学 研 究 科 （ 博 士 後 期 課 程 ） 博 士 論 文 審 査 合 格 者 一 覧
氏 名 博 士 論 文 題 目 授与年月 日
北 林 行 雄 モ ダ リ テ ィ 変換手続 き に よ る 認知機構の検討 平成10年12 月 28 日
三 村 富 雄 化学吸収法 に よ る 火力 発電所排 ガ ス 中 の炭酸 ガ ス 分離 に 関 す る研究 平成1 1年 3 月 24 日
姥 谷 松 江 リ ボ フ ラ ピ ン 誘導体の結晶構造 と 溶液 中 に お け る 自 己集合に関す る 研究 平成11 年 3 月 24 日
訂 正
第410号 5 ペ ー ジ の 平 成 1 1 年 度 文 部 省 在 外 研 究 員 （ 短 期 ） 派 遣
者 の 派遣期 聞 は 次 の と お り で し た 。
・ 清水建次教授 1 1. 9 .  1 ～ 1 1. 1 0. 3 1  
・ 塩 津和章教授 1 1. 7 . 26～ 1 1. 9 . 25 
お 詫 び し て 訂正 し ま す 。
nhu 
平成1 1 年 4 月 発行
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